
必ずお守り下さい

i

正しく安全に
お使いいただくために

弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。

ご使用の前にこの取り扱い説明書をよくお読みになり、内容を理解してか

らお使いください。

表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、

次の表示で区分し説明します。

警告

この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定される」内容です。

注意

この表示の欄は「障害を負う可能性または物質的損害のみが発生する可能

性が想定される」内容です。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために

も、次の事柄は必ずお守りください。



必ずお守り下さい

ii

分解しない！改造しない！

内部の点検、調整はお買上げの販売店にお任せ下さい。ショートや発熱により

感電や火災を起こす恐れがあります。

警告

幼児の手の届く所に置かない！

怪我等の原因になります。

注意

強い衝撃を与えない！

ハンマー等で叩いたり、釘等を

打ち込まないで下さい。発火、

破裂の原因になります。

濡らさない！

雨や水、コーヒー等の液体で

濡らさないで下さい。また濡

れた手で操作しないで下さ

い。ショートや発熱による感

電や製品の故障を起こす恐れ

があります。

特に、シンナー、ベンジン等

揮発性の液体は絶対にかけな

いで下さい。

直射日光・高温・多湿の場所で

保管しない！

高温、多湿、直射日光の当たる

所、ほこりの多い所での使用は

避けて下さい。機器の故障の原

因になります。
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 はじめに

　この度はキーボードインラインバーコードリーダー「BarDec7Σ」をお買
い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
　BarDec7Σは、コンピューター本体とキーボードの間に接続するだけで、
バーコードリーダーとして動作が可能です。DOS/V 機、PC-98シリーズ、
Macintosh シリーズﾞ（ADB ポート）、FMR シリーズ等のコンピュータに対
応しており、使用する機種が変わっても、ディップスイッチの切り替えとそ
れぞれの接続ケーブル（オプション）を交換して頂くだけで、本体はそのま
ま使用することが出来ます。
 　読み取り部分がペンタイプですので筆記具を持つような感覚で取り扱うこ
とができ、タッチタイプでは読めない幅の広いバーコードも読み取ることが
できます。コマンド設定の方法も指定バーコードを読ませるだけですので簡
単です。
　BarDec7Σの機能を充分にご活用頂き、お客様の各種業務の効率化にお役
立て頂ければ幸いに存じます。

             本ユーザーズマニュアルは各機種共通となっておりますが、説明に使

　用しているコンピュータはDOS/V機となっております。
              それ以外の機種では多少異なる場合もありますのでご了承下さい。
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製品の取り扱いについて

　キーボードインラインバーコードリーダー「BarDec7Σ」は精密機械で
す。 　故障の原因となりますので、次のことは必ずお守り下さい。
　　　
◇雨や水、コーヒーなどの液体で濡らさないで下さい。また濡れた手で操作
　しないで下さい。

◇濡れた布やシンナー、ベンジンなどで機械を拭かないで下さい。

◇高温、多湿、直射日光の当たる所、ほこりの多い所、振動の激しい所での
　使用は避けて下さい。
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１．製品をご購入いただきましたら、保証書にお買い上げ日、御社名、御住所
　　などをご記入の上、大切に保管してください。

２．製品の無償保証期間はご購入日より1ヶ年、最長で出荷日より1年3ヶ月
　　となります。ただし、無償保証期間内でも次のような場合は有償となる
　　ことがありますので、ご了承下さい。

（1） 保証書のご提示がないとき
（2） 保証書の所定事項に未記入の箇所がある場合
（3） マニュアル等に記載された使用方法および注意事項に反する取扱いに

よる障害
（4） 故意または重大な過失による障害
（5） 使用環境が所定条件から逸脱したことによる障害
（6） 許可無く、改造または他機器の接続、取付を行なったことによる障害
（7） 災害、地震、水害等の天災地変による障害
（8） お客様の作成されたソフトウェアおよびシステムによる障害

（9） 使用上避けられない消耗による障害・部品交換（消耗品交換）

３．製品の品質につきましては、十分注意して製造しておりますが、なにか

　　お気づきの点がありましたらご連絡下さい。

４．製品の内容は、修正バージョンアップなどにより、予告なく変更するこ

　　とがあります。

本製品の運用の結果生じた損失については、全てに関しての責任を負いかね

ますのでご了承下さい。

製品保証について
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各部の名前と役割
第１章
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第1章 各部の名前と役割

KEYBOARD  I／O SCANNER

DC IN 9V○ 　 ○�

④

本体（置台）

②

I/Oケーブル

ペンスキャナー

①

⑤

⑥

⑦

⑫

③

本体底面

⑪
⑩
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T 
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P

RESET DIP  SW
ON�
OFF

-SET  UP

O N

1 2 3 4 5 6 7 8

⑧
⑨



 9

① キーボードI/Oコネクター
I/Oケーブルを接続して下さい。

② キーボード側コネクター
コンピューター本体から抜いたキーボードのコネクターを接続して下さい。

③ コンピューター本体側コネクター
コンピューター本体のキーボード用コネクターに接続して下さい。

④ スキャナーコネクタージャック
スキャナーを接続して下さい。

⑤ ペンスキャナー

⑥ プッシュスイッチ
読み取り時に押して下さい。

⑦ スキャナーヘッド
バーコードラベルに当ててスキャンします。

⑧ セットアップスイッチ
セットアップモードに入る時、このスイッチを１秒以上押し続ける事により
セットアップモードに入ります。セットアップモードに入るとキーボード
入力ができなくなります。

⑨ セットアップLED
セットアップモードに入ると、このLEDが点灯します。

⑩ リセットスイッチ
BarDec7Σをリセットします。通常は押さないで下さい。

⑪ ディップスイッチ
使用するコンピューターまたはキーボードの機種により設定を切り替えて
下さい。

（「2.接続するコンピューター別の説明」参照）

⑫ ACアダプタージャック
オプションのACアダプターを接続します。

梱 包 内 容
・BarDec7Σ本体（置き台）
・BarDec7Σペンスキャナー
・I/Oケーブル（1本）
・ユーザーズマニュアル
・保証書

オプション
・ACアダプター
・I/Oケーブル
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第1章 各部の名前と役割



接続するコンピューター別の説明
第２章
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第2章 接続するコンピューター別の説明

2-1 準備

２-１-１　接続と設定

BarDec7Σでは接続するコンピュータ別に次の2点の接続、設定をしま
す。

・I/Oケーブルの接続
・本体底面のディップスイッチの設定

設定時には「付録　接続機種一覧」でご使用になるコンピュータの「ス
イッチ」と「ケーブル」の欄を確認して下さい。「スイッチ」や「ケーブ
ル」が正しく選択されていないと、正常に動作しなかったり故障したりし
ます。

◇I/Oケーブルの接続

I/Oケーブルは接続するコンピュータにより異なります。
「付録　接続機種一覧」で、ご使用になるコンピュータの
「ケーブル」欄の型番とI/Oケーブルに貼付してある銘板名が一
致しているか確認して下さい。

◇ディップスイッチの設定

「付録　接続機種一覧」で、ご使用になるコンピューターの
「スイッチ」欄をご覧のうえ、「付録　ディップスイッチ設定
一覧」の記号と「スイッチ」欄が一致するよう設定して下さい。
ディップスイッチは出荷時には全てOFFに設定されていますの
で、必ず接続する機種にあわせて切り替えて下さい。

 ケーブルの接続、ディップスイッチの設定は、必ず電源が入っていない状態で
行って下さい。
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BarDec7Σ本体底面

ディップスイッチ

「付録　接続機種一覧」にご使用になるコンピュータが記載されていない場
合には、お手数ですが弊社営業部までご連絡いただくか、弊社ホームページ
http://www.welcat.co.jp/ をご覧下さい。



14

第2章 接続するコンピューター別の説明

①次のディップスイッチの設定で使用する場合はBarDec7 Σ の機能が制限されます。
・ディップスイッチの設定が（L-1）、（L-2）の場合、BarDec7 Σ の設定に関わら

ずテンキーから入力可能なキャラクタ（数字0 ～9 、+、-、*、/、.、「CR」）以外
は出力できません。

・ディップスイッチの設定が（A）、（B）、（C）の場合、終端コードの設定で
「実行／Enter」を設定すると「改行／Return」と同じものとして扱います。

・ディップスイッチの設定が（L-1）、（L-2）の場合、終端コードはどれを選択し
ても「改行／Return」として扱われます。

・「エミュレーションモードとノーマルモードの切り替え」の設定は、以下のコン
ピュータでのみ有効です。

IBM PS/55 シリーズでディップスイッチの設定が（G）の機種
IBM 3477 でディップスイッチの設定が（I）、（J ）、（K）の機種

②次のタイプのコンピュータはBarDec7 Σの機能が制限されます。
・ノートタイプの場合、機種によってはバッテリーの消耗が早くなることがありま

す。
・ノート、ラップトップタイプのコンピュータに接続してご使用される場合、シフ

ト関係のキー（SHIFT、CTRL、GRPH、ALT、カナ等）が押されていない状態ま
たは解除された状態でバーコードを読んで下さい。

③Windows上でご使用の場合、連続した同一文字列が一部欠ける場合があります。
例： ABC001 → ABC01

　読み取るデータ コンピュータに入力されるデータ

　これを防ぐには次の設定をして下さい。
・DOS/V機の場合

コントロールパネル内のキーボードを以下のように設定して下さい。
表示までの待ち時間 ：最短
表示の間隔 ：最速

・PC-9821シリーズ機の場合
¥windows¥system.iniの内容を以下のように設定して下さい。

autorepeet=on → autorepeet=off



BarDec7Σを動かしてみましょう

第３章
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第3章 BarDec7Σを動かしてみましょう

3-1 接続方法

まず、BarDec7Σをコンピューターに接続することから始めます。ここでは
WindowsのインストールされたDOS/V機を例に説明します。

１． 本体底面のディップスイッチを接続コンピューター、キーボードに合わ
せて設定します。ディップスイッチは、出荷時設定では全てOFFに設定
されていますので、必ず接続する機種に合わせ切り替えて下さい。設定
方法は「2.接続するコンピューター別の説明」を参照して下さい。

２． ペンスキャナーを置台のスキャナーコネクタージャックに、I/Oケーブ
ルを置台のキーボードI/Oコネクターに接続して下さい。

３． コンピューター及びCRTの電源スイッチがOFFになっていることを確認
して下さい。

BarDec7 Σ はコンピュータよりキーボードに供給される電源に連動
して起動し、その時にディップスイッチの設定を確認するため、
ディップスイッチの設定後にコンピュータの電源をON する必要があ
ります。
しかし、コンピュータの種類によっては電源がOFF になっていても
スタンバイ機能を有効にするためにキーボードに電源を供給してい
るものがあり、その場合BarDec7 Σ は起動したままになってしまう
ことがあります。このため、ディップスイッチの設定を新たにする
場合はコンピュータの電源をOFF するだけでなく、必ずキーボード
I/O ケーブルを置き台から一旦取り外すようにして下さい。
　

４． キーボードのコネクターをコンピューターの本体から抜いて下さい。

KEYBOARD  I／O SCANNER

DC IN 9V○ 　 ○�

KEYBOARD  I／O SCANNER

DC IN 9V○ 　 ○�

I/Oケーブル

スキャナーコネクター
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キーボードコネクター

KEYBOARD  I／O SCANNER

DC IN 9V○ 　 ○�

I/Oケーブル

５． 抜いたキーボードのコネクターを、I/Oケーブルのキーボード側コネク
ターに接続して下さい。

６． I/Oケーブルのコンピューター本体側コネクターをコンピューター本体
のキーボード用コネクターに接続して下さい。

低消費電力型のホストコンピュータでBarDec7Σを使用する場合、ホストコ
ンピュータからの電力供給ができずに動作しない可能性があります。その際
にはオプションのACアダプターを接続して外部から電力を供給して下さいな
お、ACアダプターは必ずコンピュータを立ち上げる前に接続して下さい。

ノート、ラップトップ型コンピューターに接続する場合はテンキーパッ
ド用のコネクターに接続してください。さらにテンキーパッドを接続す
る場合はディップスイッチの設定が異なる場合があります。｢付録　接
続機種一覧｣｢付録　ディップスイッチ設定一覧｣を参照して下さい。
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第3章 BarDec7Σを動かしてみましょう

3-2 動　作

１． コンピュータの電源を入れて、Windowsを起動して下さい。

２． ペンスキャナーのプッシュスイッチを押してスキャナーヘッドが赤く
　　 点灯するのを確認して下さい。赤く点灯しない場合は｢9.  正常動作し　

ないときは｣を参照して下さい。

３． 読み取り動作確認のために、Windowsのメモ帳（NOTEPAD）を起動し
て下さい。

４． 次に巻末の付録サンプルバーコードを読ませてみて下さい。
　　 正しく読んだ場合は、正常ブザーが「ピッ」と鳴動します。画面に

BarDec7Σで読んだデータが表示されれば動作はOKです。

なお、初期設定では、「スタート・ストップキャラクターを付けないで
データ出力する」と設定されています。
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旧式のIBM Think Padや旧式の日立FROLAノート機「分類タイプ
3（ディップスイッチL-1、L-2）の機種」をご使用の場合、テン
キーから入力可能な以下のキャラクタ以外は入力できません。

入力可能キャラクタ：0～9、+、-、*、/、.、「CR」

メモ帳を閉じれば読み取り動作の確認は終了です。次は実際に使用されるアプ
リケーションプログラムを動かして、BarDec7Σを有効にご活用下さい。

キーを押しながら、またはマウスを操作しながらバーコードを読むと、
データの欠けや化けが生じる場合がありますのでご注意ください。
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第3章 BarDec7Σを動かしてみましょう



コマンドの説明
第４章
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第4章 コマンドの説明

コマンド内容� ﾉｰﾏﾙ出力�
フィールド出力�

ﾍﾟｰｼﾞ�
固定ﾌｫ-ﾏｯﾄ�ﾌｫ-ﾏｯﾄ切替�

  読み取りｺｰﾄﾞの設定� ○� ○� ×� 24

  読み取り桁数の設定� ○� ○� ×� 28

  ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力の有無の設定� ○� ×� ×� 31

  ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力の有無の設定� ○� ×� ×� 32

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの出力の有無の設定� ○� ×� ×� 34

  終端ｺｰﾄﾞの出力の設定� ○� ×� ×� 35

  NW-7とNW-7HEXの切り替え  ○� ○� ○� 36

  ﾌﾙｱｽｷｰﾓｰﾄﾞの切り替え� ○� ×� ×� 37

  送信速度の選択� ○� ○� ○� 38

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ本体立ち上がり時のﾓｰﾄﾞ選択� ○� ○� ○� 39

  MS-WINDOWS、OS/2ﾓｰﾄﾞの切り替え� ○� ○� ○� 41

  ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞとﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞの切り替え� ○� ○� ○� 43

  ﾌﾞｻﾞｰ音量の選択� ○� ○� ○� 44

  ﾌﾞｻﾞｰ音程の選択� ○� ○� ○� 45

  ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞ機能の切り替え� ○� ○� ○� 46

  ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞの登録� ○� ○� ○� 47

  ADD  ON機能の切り替え� ○� ×� ×� 50

  ADD  ONﾃﾞｰﾀの登録� ○� ○� ○� 52

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力機能の切り替え� ○� ○� ○� 55

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力時のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定� ×� ○� ○� 56

  ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力時の読み取り�
�  ﾃﾞｰﾀ種別設定�

×� ×� ○� 60

  ﾒﾓﾘｽｲｯﾁの初期化� ○� ○� ○� 65

  ﾒﾓﾘｽｲｯﾁの設定内容の表示� ○� ○� ○� 67

○＝設定有効 ×＝設定無効

4-1 コマンド一覧表　　　　　　　
　BarDec7Σでは、コマンドバーコードを読み取ることによって下表のよう
なコマンドを設定することができます。設定の方法は「4-2　設定方法」を参
照して下さい。
　一度設定されたコマンドはメモリスイッチに記憶されますので、電源を
OFFにして再度電源をONにした時でも新たに設定し直す必要はありません。

コマンド一覧表 出力方法に関する説明は「6.　出力方法」を参照して下さい。
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4-2 設定方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     各コマンドの設定はバーコードを読み取ることにより行います。
     設定の手順は以下の通りです。

 【設定手順】

① 「３-１　接続方法」に従い、コンピューターとBarDec7Σを接続し立
ち上げて下さい。

② BarDec7Σ本体底面のセットアップスイッチを1秒以上押し続けることに
よりセットアップモードに入ります。セットアップモードに入るとブ
ザーが「ピー」と鳴り、セットアップモードINのLEDが点灯します。

③ 設定したいコマンドバーコードを読み取って下さい。設定が終了すれ
ばブザーが「ピー」と鳴ります。コマンド入力に誤りがあればエラー
ブザーが「ピピピッ」と鳴ります。セットアップモードではコマンド
バーコード以外のバーコードは読めません。

④ 設定に必要なだけコマンドバーコードを読んで下さい。

⑤ 下記の「SET OFF」 のバーコードを読むか、本体底面のセットアッ
プスイッチを再び1秒以上押し続けることによりセットアップモード
を抜けて下さい。

 SET OFF

SET OFFのバーコードは設定コマンドの入力途中では読めません。設定
が終了してから読んで下さい。

　これで設定が完了しました。一度設定した内容はメモリスイッチに記憶さ
　れますので電源をOFFにして再度ONにした時でも新たに設定し直す必要は
　ありません。

　次ページ以降、工場出荷時設定は「★」で表示されます。
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4-3 各コマンドの機能・説明・設定

読み取りコードの設定

《機　　能》 コード体系ごとにバーコード読み取り許可／禁止の設定をし
ます。

《説　　明》 読み取り可能なバーコードはNW-7（またはNW-7HEX）、
CODE39、インターリブド2of5、インダストリアル2of5、
JAN/EAN/UPC-A/UPC-E、CODE128の6種類です。これらの
各コード体系ごとに読み取り許可／禁止を設定して下さい。
    その他に「全コード体系読み取り許可」と「全コード体系
読み取り禁止」があります。
全てのバーコードを読み取りたい場合は「全コード体系読み
取り許可」を、特定のコード体系だけを読み取りたい場合は
そのコード体系の「読み取り許可」のバーコードを読み取
り、他のコード体系は「読み取り禁止」に設定して下さい。
初期設定は「全コード体系読み取り許可」です。

 例えば、NW-7だけを「読み取り許可」としたい場合、以下
の2通りの設定方法があります。
　（A）NW-7以外の全てのコード体系を「禁止」に設定する。
　（B）一度「全コード体系読み取り禁止」に設定し、NW-7

　のみ「読み取り許可」に設定する。
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データ出力方法が「フォーマット切り替え出力」を使用する場合、「読み取りコード
の設定」と「読み取り桁数の設定」のコマンドは無効となります。
逆に「ノーマル出力」または「フィールド出力の固定フォーマット出力」使用時は
「フォーマット切り替え出力時のデータ種別設定」は無効となります。詳しい説明は
「6-2.フォーマット切り替え出力時のデータ種別設定」を参照して下さい。

●CODE39、インターリブド2of5、インダストリアル2of5の「読み取り許可」
　には、「チェックデジットの照合有り」と「チェックデジットの照合無　
　し」の２種類あります。

  「C/D（チェックデジット）照合有り」
C/Dが付いているバーコードのみを読み取り、C/Dの照合が
正しいものだけ出力する

  「C/D照合無し」
C/Dが付いていても、付いていなくても照合を行なわず、
コード体系が合致していれば出力する

「全コード体系の読み取り許可」はCODE39、インターリブド2of5､インダストリ
アル2of5については「チェックデジットの照合無しの読み取り許可」となります。
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《バーコード》

    ★ 全ｺｰﾄﾞ体系読み取り許可         全ｺｰﾄﾞ体系読み取り禁止

　   NW-7読み取り許可 　　NW-7読み取り禁止

CODE39C/D照合無しの読み取り許可 CODE39C/D照合有りの読み取り許可

　CODE39読み取り禁止

   ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5C/D照合無しの  ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5C/D照合有りの
        　 読み取り許可     読み取り許可

      ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5読み取り禁止

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5C/D照合無しの読み取り許可  ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5C/D照合有りの読み取り許可

   ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5読み取り禁止

★初期設定
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        JAN､EAN､UPC-A/E読み取り許可 JAN､EAN､UPC-A/E読み取り禁止

　　CODE128読み取り許可 　　CODE128読み取り禁止
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読み取り桁数の設定

《機　　能》 読み取れるバーコードの桁数を設定します。

《説　　明》 このコマンドで指定された桁数のバーコードのみ読み取りを
行ないます。設定は01～99の2桁で行ない、00を指定する
と桁数に関係なく読み取れます。また、この場合の桁数と
は、スタート・ストップキャラクター、チェックデジットも
含めます。ただし、「読み取りコードの設定」で指定された
バーコード体系に対してのみ有効です。
初期設定では、読み取り桁数は設定されていません。

JAN、EAN、UPC-A/Eの桁数は固定ですので、このコマンドが有効な

バーコード体系はNW-7、CODE39、インターリブド2of5、インダストリアル
2of5、CODE128のみとなります。

各コード体系ごとに3つまで桁数指定が可能です。

初期設定では読み取り桁数は設定されていません。

《設定方法》 ①「読み取り桁数設定開始」のコマンドバーコードを読み
     取って下さい。

②設定したいコード体系を、コード体系指定バーコードから
    選択して読み取って下さい。

③桁数をテンキーバーコードから読み取って指定して下さ
     い。01～99の2桁で行ない、複数設定する場合は間を
   「,」で区切って下さい。3つの桁数指定のうち、1つでも00
　を指定すると、そのコード体系に関しての他の2つの桁数
　指定は無効となります。

④「読み取り桁数設定終了」のコマンドバーコードを読み
     取って終了して下さい。
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データ出力方法が「フォーマット切り替え出力」を使用する場合、「読み取り
コードの設定」と「読み取り桁数の設定」のコマンドは無効となります。
逆に「ノーマル出力」または「フィールド出力の固定フォーマット出力」使用
時は「フォーマット切り替え出力時のデータ種別設定」は無効となります。
詳しい説明は「6-2.フォーマット切り替え出力時のデータ種別設定」を参照し
て下さい。

【設定例】
CODE39の読み取りを8桁と12桁と15桁のバーコードに限定する場合。

①「読み取り桁数設定開始」のコマンドバーコードを読み取って下さい。

②「CODE39」をコード体系指定バーコードから選択して読み取って下
      さい。

③「0」「8」「,」「1」「2」「,」「1」「5」の順にテンキーバーコー
     ドからデータを読み取って下さい。

④「読み取り桁数設定終了」のコマンドバーコードを読み取って下さい。

《バーコード》

      NW-7    CODE39

        ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5         ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5

                      CODE128

  読み取り桁数設定開始    読み取り桁数設定終了
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《テンキーバーコード》

       ０        １

       ２        ３

       ４        ５

       ６        ７

       ８        ９

        ，
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スタート・ストップキャラクターの出力の有無の設定

《機　　能》 スタート・ストップキャラクターを付けて出力するか、付
けないで出力するかを設定します。

《説　　明》 NW-7、NW-7HEXの「a」「b」「c」「d」およびCODE39の
「*」について有効になります。ただし、NW-7、NW-7HEX、
CODE39を別々に設定することはできません。

例えば「a12345a」というバーコードを読んだ場合、「付け
る」に設定していると出力されるデータは「a12345a」、
「付けない」に設定していると出力されるデータは
「12345」となります。

《バーコード》

      付ける

  ★付けない
★初期設定

①この設定は、データ出力方法がノーマル出力の場合のみ有効
　です。
②旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タ
　イプ3 （ディップスイッチL-1 、L-2）の機種」をご使用の場
　合、CODE39のみ有効です。
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コードタイプキャラクターの出力の有無の設定

《機　　能》 読み取りデータの先頭にコードタイプキャラクターを付けて
出力するか、付けないで出力するかを設定します。

《説　　明》 読み取りデータの前にコードタイプキャラクターを付けるこ
とにより、コードの種類を識別することができます。

旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイプ
3 （ディップスイッチL-1 、L-2）の機種」をご使用の場合、
CODE128以外は出力できません。

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀ� 読み取りコード�

N   NW-7

H   NW-7HEX

C   CODE39

T   インターリブド2of5

D   インダストリアル2of5

J   JAN-13、EAN-13、UPC-A

S   JAN-8、EAN-8

E   UPC-E

1   CODE128
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《バーコード》

     付ける

 ★付けない

★初期設定

この設定はデータ出力方法が「ノーマル出力」の時のみ有効です。

「フィールド出力」使用時にコードタイプキャラクターを付加した
い場合は「フィールド出力時のデータフォーマット設定」のコマン
ドで行なって下さい。
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チェックデジットの出力の有無の設定

《機　　能》 チェックデジットを付けて出力するか、付けないで出力する
かを設定します。

《説　　明》 JAN、EAN、UPC-A/Eを読んだ時、または「読み取りコード
の設定」でCODE39チェックデジット照合有り、インターリ
ブド2of5チェックデジット照合有り、インダストリアル2of5
チェックデジットﾄ照合有りに設定して、この3つのバーコー
ドを読んだ時に有効となります。

《バーコード》

    ★付ける

    付けない
　★初期設定

①この設定はデータ出力方法が「ノーマル出力」の場合のみ有効
　です。

②旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイプ
　3 （ディップスイッチL-1 、L-2 ）の機種」をご使用の場合、　
　CODE39のチェックデジットがテンキーから入力可能なキャラ
　クタ以外の場合、「出力する」に設定してもチェックデジット
　は出力されません。

入力可能キャラクタ：0 ～9 、+、-、*、/、.、「CR」
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終端コードの出力の設定

《機　　能》 終端コードを付けて出力するか、付けないで出力するかを設定しま
す。また、付ける場合は「改行／Return」（　　キー ）、「実行／
Enter」（IBM PS/55 、3477 等の旧式端末用に使用）、「TAB 」、
「→」の中から選んで下さい。

《説　　明》 読み取ったバーコードデータをコンピュータ本体に送る時
に、そのデータの最後に終端コードを付けるか、付けないか
を設定します。

《バーコード》

★改行／Return 　　　　　　　実行／Enter

TAB     　 →

　　     付けない
★初期設定

①DOS/V 機の　Enter　　キーに相当する設定は「改行／Return」
　となりますのでご注意下さい。

②コンピュータがPC-98シリーズ［互換機含む］の場合は「実行／
　Enter」に設定しても「改行／Return」と同様に扱われます。

③旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイプ
　3 （ディップスイッチL-1 、L-2 ）の機種をご使用の場合、終端
　コードの種類は「改行／Return」のみとなります。

④この設定は、データ出力方法がノーマル出力の場合のみ有効で
　す。フィールド出力使用時に終端コードを付加したい場合は　
　「フィールド出力時のデータフォーマット設定」のコマンド　
　バーコードにより設定を行って下さい。
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NW-7とNW-7HEXの切り替え

《機　　能》 読み取りコードの選択で、全コード体系読み取り許可、また
はNW-7の読み取りを許可した場合、NW-7とNW-7HEXの
切り替えをします。

《説　　明》 NW-7HEXとは、NW-7の特殊キャラクターを下記のように
対応させたものです。数字およびスタート・ストップキャラ
クターは同じです。

《バーコード》

           ★ NW-7

           NW-7HEX
★初期設定

旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイプ3
（ディップスイッチL-1 、L-2 ）の機種」をご使用の場合、
NW-7HEXのアルファベット、NW-7 の  $、:   は出力できません。

7-WN タクラャキ殊特 XEH7-WN タクラャキ応対

- A

$ B

. C

/ D

: E

+ F



37

フルアスキーモードの切り替え

《機　　能》 フルアスキーモード許可にするか、禁止にするかを設定します。

《説　　明》 フルアスキーモードとはアスキー文字をCODE39のシンボル
文字（＄、／、％、＋）とアルファベットの組み合わせで表
現できるようにしたものです。詳細については「付録．フル
アスキーモードとは」をご覧下さい。

《バーコード》

       許可

     ★禁止

★初期設定

①この設定はデータ出力方法が「ノーマル出力」の時のみ有効です。
　「フィールド出力」使用時は無効となりますのでご注意下さい。

②旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイ
　プ3 （ディップスイッチL-1 、L-2）の機種」をご使用の場合、
　テンキーから入力可能なキャラクタのみ有効です。

入力可能キャラクタ：0 ～9 、+、-、*、/、.、「CR」
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送信速度の選択

《機　　能》 5段階の送信速度の変更が可能です。

《説　　明》 通常は送信速度を変更する必要はありませんが、アプリケー
ションソフトによってはバーコードを読んだときにデータが
欠けることがあります。その場合には送信速度を遅くして
下さい。

速い

遅い

５

４

３

２

★１

★初期設定
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コンピューター本体立ち上がり時のモード選択

《機　　能》 ご使用になるコンピューターの立ち上がり時の入力モードに
合わせ、BarDec7Σのモードを切り替えます。

《説　　明》 （A）デスクトップ型で使用する場合

　（a）MS-WINDOWS、OS/2（その他マルチウインドウ環境）を
使用する場合。（「MS-WINDOWS、OS/2モード」許可の場合）

本体が英小文字入力の時にBarDec7Σを使用したい場合
→CAPS OFF

本体が英大文字入力の時にBarDec7Σを使用したい場合
→CAPS ON

　（b）MS-WINDOWS、OS/2（その他マルチウインドウ環境）を
使用しない場合（「MS-WINDOWS、OS/2モード」禁止の場合）

→CAPS OFF

（B）ノート型で使用する場合

本体が英小文字入力の時にBarDec7Σを使用したい場合

→CAPS OFF

本体が英大文字入力の時にBarDec7Σを使用したい場合
→CAPS ON

・この設定が間違っていると大文字と小文字が反転する等の文字
　化けが生じます。

・この設定は次回立ち上げ時より有効です。

・「MS-WINDOWS、OS/2モードの切り替え」と「本体立ち上が
　り時のモード選択」の両設定が正しくないとデータが正しく入
　力されません。



第4章 コマンドの説明

40

《バーコード》

   CAPS  ON／英大／CAPS／CAPS LOCK

           ★CAPS  OFF／英小／英数／CAPS 解除

★初期設定
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MS-WINDOWS、OS/2モードの切り替え

《説       明》 BarDec7Σ ではキーボードのCAPS-ON/OFF の状態を常に監視し、出
力データ（アルファベット）のステータス（大文字／小文字の状
態）に反映させる／反映させないを選択することができます。

（A）デスクトップ型で使用する場合
   （a）「許可」に設定した場合

CAPS-ON/OFF の状態を出力データに反映させません。出力
データ（アルファベット）についての大文字／小文字ステー
タスは、前項「コンピュータ立ち上がり時のモード選択」と
CAPS の状態に依存します。その関連は下表のようになります。

運用中にバーコードデータが欠ける場合、大文字／小文字の反転
が発生する場合、入力が不能となる場合は以下の設定で解決する
ことがあります。但し大文字／小文字の状態はCAPS の状態に依

存します。

   （b）「禁止」に設定した場合

CAPS-ON/OFF の状態を出力データに反映させます。「コンピュータ

立ち上がり時のモード選択」はCAPS-OFF にして下さい。

コンピュータ本体立ち�
上げ時のモード選択�

キーボードの�
CAPS状態�

大文字／小文字の状態�
�（キーボード入力との比較）�

例�
�バーコードデータ�

�“ABC”出力時�

CAPS-OFF
CAPS-OFF

反転�
“ABC”�

CAPS-ON “abc”�

CAPS-ON
CAPS-OFF

同じ�
“abc”�

CAPS-ON “ABC”�

コンピュータ本体立ち上がり時のモード選択� CAPS-ON

MS-WINDOWS、OS/2モードの切り替え� 「許可」�
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第4章 コマンドの説明

（B）ノート型で使用する場合
   以下の設定にして下さい。

   但し、機種によってはCAPS-ON/OFF の状態が出力データに反

   映されない場合があります。

《バーコード》

         許可

     ★ 禁止

★初期設定

コンピュータ本体立ち上がり時のモード選択� CAPS-OFF

MS-WINDOWS、OS/2モードの切り替え� 「禁止」�
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エミュレーションモードとノーマルモードの切り替え

《機　　能》 エミュレーションモードとノーマルモードの切り替えをします。

《説　　明》 PS/55でエミュレーションソフトを使用する場合や3477を使
用する場合は、キーボードの入力モード切り替えキーの操作
が変わり、BarDec7Σの出力データにも影響が出ることがあり
ます。このような入力モード切り替えキーの変化に対応さ
せるのがエミュレーションモードです。

エミュレーションモードに設定した場合、ご使用の状況に
よって異なりますが、バーコードを読んだ時にデータが欠け
ることがあります。その場合にはご使用の送信速度より遅く
設定して下さい。送信速度はP.38を参照して下さい。

《バーコード》

       ★ノーマルモード

 エミュレーションモード
★初期設定

「エミュレーションモードとノーマルモードの切り替え」の設定
は、以下のコンピューターでのみ有効です。

IBM　PS/55シリーズでディップスイッチの設定が（G）の機種
IBM　3477でディップスイッチの設定が（I）（J）（K）の機種
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第4章 コマンドの説明

ブザー音量の選択

《機　　能》 バーコード読み取り時のブザー音量の調整をします。三段階
の設定が可能です。

《説　　明》 大・中・小の三段階の設定をします。設定のバーコードを一
回読むごとに、大→中→小→大･･･と繰り返します。出荷時
設定は｢大｣です。

《バーコード》

       本体内蔵ブザー音量の調整
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ブザー音程の選択

《機　　能》 BarDec7Σのブザーの音程を3段階から選択します。

《説　　明》 高・中・低の三段階の設定をします。設定のバーコードを一
回読むごとに、高→中→低→高･･･と繰り返します。出荷時
設定は｢中｣です。

《バーコード》

 本体内蔵ブザー音程の調整
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ファンクションバーコード機能の切り替え

《機　　能》 ファンクションバーコードの使用を許可するか、禁止するか
         の切り替えを行います。ファンクションバーコードの詳しい
         説明は｢5-2．ファンクションバーコード」を参照して下さい。

《バーコード》

         許可

     ★禁止
★初期設定

ファンクションバーコード機能「許可」に設定した場合、CODE39
の「+%1」～「+%8」のバーコードを読み取ると、ファンクション
コード「F1」～「F8」の登録データを出力します。
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ファンクションバーコードの登録

《機　　能》 ファンクションバーコード読み取り時の出力データを登録し
ます。登録件数はF1～F8までの8件です。ファンクション
バーコードの詳しい説明は「5-2．ファンクションバーコード」
を参照して下さい。

《登録方法》 ①「ファンクションバーコード登録開始」のバーコードを
      　　読み取って下さい。

②登録させたいファンクションバーコード「F1～F8」を選
    択して読み取って下さい。読み取るとキー入力を促すブ

              ザーが「ピッピッピッ…」と断続的に鳴動します。

③登録するデータをキーボードから入力して下さい。入力を
    開始するとブザーの鳴動は停止します。

入力する時のキーボード入力の間隔の時間もそのまま登録されま

すのでご注意下さい。

④「ファンクションバーコード登録終了」のバーコードを読
　み取って登録を終了して下さい。この時、メモリが一杯に
　なるとエラーブザーが「ピピピッ」と鳴動します。

キーボード入力を間違えた場合は一度④で登録を終了し、も
う一度①から始めて下さい。

（注1）
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●登録データの削除方法
　以下の順にバーコードを読み取って下さい。

「ファンクションバーコード登録開始」
↓

削除したいファンクションバーコード「F1～F8」
↓

「ファンクションバーコード登録終了」

（注1）
  ●エラーブザーが鳴ったら
  　メモリが一杯になり、エラーブザーが鳴った場合、以下の方法でメモリ
　  の登録内容を減らして下さい。

            ①「ファンクションバーコード登録開始」のバーコードを読んで下さい。

            ② 内容を減らしたいファンクションバーコードを読んで下さい。

            ③エラーブザーが鳴った時よりも登録データを減らして入力して下
      さい。それでもエラーブザーが鳴る場合はデータを更に減らして、
      もう一度やり直して下さい。

ファンクションデータの登録中はセットアップモードを抜けるこ
とはできません。登録を終了してから抜けて下さい。
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《バーコード》

       ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞ登録開始        ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞ登録終了

       F1       F2

      F3                          F4

      F5                 F6

      F7       F8
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ADD  ON機能の切り替え

《機　　能》 ADD  ON機能の使用を許可するか、禁止するかの切り替えを
行ないます。ADD  ON機能の詳しい説明は「5-3．ADD  ON
機能」を参照して下さい。

《説        明》（A）許可する場合
    ①読み取りデータの前に付加するなら「前ADD ON許可」
        を、データの後に付加するなら「後ADD ON許可」を読
        み取って下さい。

    ②付加したいデータの登録してあるADD ONバーコード
        AO1～AO6をバーコードメニューから選択して読んで
        下さい。

     （B）禁止する場合
  「ADD ON禁止」のバーコードを読み取って下さい。

● 付加データの変更
前または後のどちらかのデータを変更したい場合、変更
したい方について（A）を実行して下さい。

● 前または後のデータを「禁止」にする場合
前または後のどちらかのデータを「禁止」にしたい場
合、（B）を実行し一度両方「禁止」に設定してから再び
（A）を実行して下さい。

この設定はデータ出力方法が「ノーマル出力」の場合のみ有効となります。
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《バーコード》

        前ADD ON許可     ★ 禁止

        後ADD ON許可

★初期設定

ADD ONデータはバーコードデータの前と後にAO1～AO6
の中から1件づつ付加できます。前と後に同じデータを付加
することも可能です。

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ�
�ｷｬﾗｸﾀｰ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ� 終端ｺｰﾄﾞ�

●●●●● フォーマットフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット
ADD ONデータを付加する場合のBarDec7Σの出力データフォーマットは
以下の通りです。

（ノーマル出力で、コードタイプキャラクターと終端コードを付加する場合）

ﾒﾓ
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ADD  ONデータの登録

《機　　能》 ADD ONデータを登録します。登録件数はAO1～AO6までの
6件です。ADD ON機能の詳しい説明は「6-3．ADD ON機
能」を参照して下さい。

《登録方法》 ①「ADD ON登録開始」のバーコードを読み取って下さい。

②登録させたいADD ONバーコード「AO1～AO6」を選択し
    て読み取って下さい。読み取るとキー入力を促すブザーが
    「ピッピッピッ…」と断続的に鳴動します。

③登録するデータをキーボードから入力して下さい。入力を
    開始するとブザーの鳴動は停止します。ファンクション
    バーコード機能と違い、キー押下間隔の時間は登録され
    ません。

④「ADD ON登録終了」のバーコードを読み取って登録を終
    了して下さい。この時、メモリが一杯になるとエラーブ
    ザーが「ピピピッ」と鳴動します。

キーボード入力を間違えた場合は、一度④で登録を終了し、もう
一度①から始めて下さい。

（注1）
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●登録データの削除方法
　以下の順にバーコードを読み取って下さい。

「ADD ON登録開始」
↓

削除したいADD ONバーコード「AO1～AO6」
↓

「ADD ON登録終了」

（注1）
  ●エラーブザーが鳴ったら

メモリが一杯になり、エラーブザーが鳴った場合、以下の方法でメモリ
の登録内容を減らして下さい。

            ①「ADD ON登録開始」のバーコードを読んで下さい。

            ② 内容を減らしたいADD ONバーコードを読んで下さい。

            ③エラーブザーが鳴った時よりも登録データを減らして入力して下
      さい。それでもエラーブザーが鳴る場合はデータを更に減らして、
      もう一度やり直して下さい。

ADDONデータの登録中はセットアップモードを抜けることはで
きません。登録を終了してから抜けて下さい。
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《バーコード》

   ADD ON登録開始    ADD ON登録終了

    AO1     AO2

    AO3                        AO4

    AO5               AO6
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フィールド出力機能の切り替え

《機　　能》    フィールド出力機能の使用を許可するか、禁止する（ノーマ
ル出力）かの切り替えを行います。許可するなら、「固定
フォーマット出力」か「フォーマット切り替え出力」かを設
定します。フィールド出力機能の詳しい説明は｢6．出力方
法」を参照して下さい。

《バーコード》
       許可（フィールド出力）

固定フォーマット出力      フォーマット切り替え出力

     ★禁止（ノーマル出力）

★初期設定

出力方法の詳しい説明は「6-2.出力方法」を参照して下さい。
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フィールド出力時のデータフォーマットの設定

《機　　能》 フィールド出力時の読み取りデータの出力フォーマットを設
定します。固定フォーマット出力用に1種類（フォーマット
0）とフォーマット切り替え出力用に5種類（フォーマット1～
5）設定できます。設定内容は①読み取りデータの分割方法、
②コードタイプキャラクタの付加、③終端コードの付加、
④ADD ONデータの付加、の4項目です｡（｢6．出力方法｣参
照）

《設定方法》 読み取りデータの出力フォーマットの構成順に入力して下さ
い。

①「フォーマット設定開始」のコマンドバーコードを読み
    取って下さい。

②固定フォーマット出力用の設定の場合は「フォーマット0」
    を、フォーマット切り替え出力用の設定の場合は「フォー
    マット1～5」のバーコードを選択して読み取って下さい。

③設定したいフォーマットの構成の順に、以下の項目を必要
    なだけ入力して下さい。入力できる回数は、1つのフォー
    マットに対し各項目5回までです。

（ａ）読み取りデータの分割方法
テンキーバーコードで出力開始桁数と出力文字数を各2桁（01～
99）で入力して下さい。”00”を入力するとエラーとなります。
例えば、10桁のデータのうち３桁目から６桁目までを出力した
い場合は、3桁目から4桁分出力することになるので、出力開始桁
数は｢03｣、出力文字数は｢04｣となります。

①スタート／ストップキャラクター、チェックデジットも桁数に含めま
　すので、読み取りデータに付加したくない場合は出力開始桁数と出力
　文字数で、出力しないよう設定して下さい。

②インターリブド2of5の奇数桁データとUPC-Aは先頭に"0"を付加して出
　力しますので、それも含めた計算をして設定を行なって下さい。
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（ｂ）コードタイプキャラクターの付加
付加したい場合のみ「コードタイプキャラクター付加」のバーコードを読み
取って下さい。

（ｃ）終端コードの付加
付加したい場合のみ「改行／Return」「実行／Enter」「TAB」「→」の中から
付加したいコードを選択して読み取って下さい。（＊）

（ｄ）ADD ONデータの付加
付加したい場合のみ「AO1」～「AO6」の中から付加したいデータを選択して
読み取って下さい 。

④「フォーマット設定終了」のバーコードを読み取って終了して下さい。

●設定フォーマットの削除方法
    以下の順にバーコードを読み取って下さい。

「フォーマット設定開始」
↓

削除したいフォーマット番号のバーコード
↓

「フォーマット設定終了」

①設定されていない、または削除されたフォーマットでデータを出力す
　ると、読み取りデータはそのままの形（無加工）で出力されます。

②読み取りデータの分割方法で指定した必要桁数より、実際に読み取っ
　たデータの桁数が小さいと、エラーブザーが「ピピピッ」と鳴り、
　出力されません。

（＊）DOS/V 機の　Enter　　キーに相当する設定は「改行／Return」となります。
また、コンピュータがPC-98シリーズ［互換機含む］の場合は「実行／
Enter」に設定しても「改行／Return」と同様に扱われます。旧式のIBM
ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機「分類タイプ3 （ ディップスイッチL-
1 、L-2）の機種をご使用の場合、どの終端コードを選択しても「改行／
Return」として扱われます。
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【設定例】
読み取りデータが｢＊0123456789JPN＊｣の場合に、以下のような出力が
されるようにフォーマットを設定する。（固定フォーマットの場合）

  《設定手順》
①｢フォーマット設定開始｣のコマンドバーコードを読み取って下さい。

②｢フォーマット0｣のバーコードを読み取って下さい。

③設定例のフォーマット構成の順に、各項目の設定をして下さい。

    ｢コードタイプキャラクタ付加｣
       ↓

    ｢AO1｣のADD ONバーコード
       ↓

    テンキーバーコード｢0｣｢4｣｢0 ｣｢4｣（4文字目から4桁）
       ↓

    ｢改行／Return付加｣
       ↓

    テンキーバーコード｢1｣｢2｣｢0｣｢3｣（12文字目から3桁）
       ↓

    ｢AO5｣のADD ONバーコード
       ↓

    ｢改行／Return付加｣

④「フォーマット設定終了」のコマンドバーコードを読み取って下さ
      い。続けて他のフォーマットの設定も行なう場合は①からの手順
     を繰り返します。

フォーマットの構成の入力を間違えた場合、一度④で設定を終了し、
もう一度①からやり直して下さい。データ分割のテンキーバーコード
は4回入力しないと次の項目に進めません。

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ
ｷｬﾗｸﾀｰ

ADD ON
ﾃﾞｰﾀ1

2345 改行 JPN
ADD ON
ﾃﾞｰﾀ5

改行改行 改行
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《バーコード》

        フォーマット設定開始 フォーマット設定終了

コードタイプキャラクター付加

　　 改行／Return        実行／Enter

     TAB       →

　AO1 　AO2

　AO3 　　　　　　AO4

　AO5　　　　　　　　　　　　　　　AO6

フォーマットNo.バーコードはP.63、テンキーバーコードはP.64のバーコードを使用
して下さい。

ここで使用する「コードタイプキャラクター付加」「改行/Return」「実行／
Enter」「TAB」「→」のコマンドバーコードはノーマル出力時の設定では使用
できません。
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フォーマット切り替え出力時の読み取りデータ種別設定

《機　　能》 フィールド出力の「フォーマット切り替え出力」を使用する場
合の、読み取りデータの種別の設定と、それに対応する出力
フォーマット（フォーマット1～5）の指定を行ないます。デー
タの種別はコード体系と桁数で指定し、5種類まで設定が可能で
す。ここで設定されたデータ種別に合致したバーコードを読み
取った時に出力されるフォーマットを、データ種別ごとに1つ指
定します。（詳しい説明はP.81参照）

この設定を行なうことで、読み取ったデータをコード体系と
桁数から判断し、あらかじめ指定されているフォーマットで
データを出力します。
指定したデータ種別の設定は全て有効となります。設定を取
り消したい場合は次ページの「データ種別の設定の取り消
し」を参照して下さい。ただし、データ種別コード体系､桁
数)の設定が重複している場合、データ種別の番号が小さい
ものが優先されます。

《設定方法》 ①｢データ種別設定1～5｣のコマンドバーコードから設定を行
    なう番号を選択して読み取って下さい｡

②設定したいデータ種別（コード体系･桁数）をバーコード
　で入力して下さい｡コード体系を選択して1種類を､桁数は
　テンキーバーコードを使用して01～99までの2桁を入力し
　て下さい｡”00”を入力するとエラーとなります。（＊）

③どのフォーマットで出力するかを指定します｡フォーマッ
    ト切り替え出力用の｢フォーマット1～5｣のバーコードから
    1つを選択して読み取って下さい｡

ここで設定した桁数と、フォーマットに設定されている桁数が矛

盾した場合はエラーブザーが「ピピピッ」と鳴り、設定できませ
ん。このエラーの場合のみ①からやり直して、矛盾のないフォー

マットを設定して下さい。

（＊）JAN、EAN、UPC-A/Eに関しては桁数の入力は必要ありません。
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《設定方法》の②で設定した桁数よりも、③で指定するフォーマットの桁数が多い
と設定時にエラーとなり、ブザーが「ピピピッ」と鳴ります。

例えば、CODE39の20桁というデータ種別1に、読み取り桁数30桁のフォー

マット1を設定しようとします。この時、データ種別1で設定した桁数が、

フォーマット1の必要桁数よりも少ないのでエラーとなります。

30桁

データ種別1 　 →エラー

こういう場合、［データ種別設定の桁数］≧［フォーマットの必要桁数］と

なるように設定し直して下さい。

ただし、一度「データ種別設定」と「フォーマット」の組み合わせを設定した後、
フォーマットの内容を変更し、「フォーマット」の桁数が「データ種別設定」の桁
数より多くなっても、その時点ではエラーとはなりません。バーコードを読み取る
時点で読み取りエラーとなり、ブザーが「ピピピッ」と鳴ります。

15桁

設定済み

　　［データ種別設定の桁数］≧［フォーマットの必要桁数］

　　　↓フォーマットの桁数変更

25桁

　　［データ種別設定の桁数］＜［フォーマットの必要桁数］となります。

エラーとはなりません。しかし、実際に20桁のCODE39を読んだ時、25
桁必要なフォーマット1の設定では出力できないのでエラーとなります。

CODE39　20桁 　　　ﾌｫｰﾏｯﾄ1

ﾒﾓ

CODE39　20桁 　　　ﾌｫｰﾏｯﾄ1

CODE39　20桁 　　　ﾌｫｰﾏｯﾄ1
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データ種別の設定の取り消し

①｢データ種別設定1～5｣のバーコードから設定を取り消す番号のバーコード
    を選択して読み取って下さい｡

②｢データ種別設定取り消し｣のバーコードを読み取って下さい｡

【設定例】
読み取りデータがNW-7で桁数が15桁の場合に､｢フォーマット3｣に設定
されている出力フォーマットで出力する､という内容でデータ種別の
”2”に設定したい｡

①｢データ種別設定2｣のコマンドバーコードを読み取ります｡

②｢NW-7｣をメニューバーコードから読み取って下さい｡

③「1」「5」の順にテンキーバーコードを読み取って下さい。

④｢フォーマット3｣のバーコードを読み取って下さい｡

《バーコード》

　　　　データ種別設定1  　　　　データ種別設定2

　　　　　　データ種別設定3   　　 　  データ種別設定4

    　　　データ種別設定5  　　　データ種別設定取消し
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   NW-7  CODE39

 　ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5   　ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5

      JAN／EAN-13        JAN／EAN-8
      UPC-A

   UPC-E CODE128

　　　　フォーマット0　　　　　　　　　　フォーマット1

　　　　フォーマット2　　　　　　　　　　フォーマット3

　　　　フォーマット4　　　　　　　　　　フォーマット5
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《テンキーバーコード》

       ０        １

       ２        ３

       ４        ５

       ６        ７

       ８        ９

        ，
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メモリスイッチの初期化

《機　　能》 メモリスイッチの内容を工場出荷時の状態に戻します。

《説　　明》 初期設定は下表のようになっています。

コマンド内容� 出荷時設定�

  読み取りコードの設定�   全ｺｰﾄﾞ体系読み取り�

  読み取り桁数の設定�   設定無し�

  ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力の有無の設定�   付けない�

  ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力の有無の設定�   付けない�

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの出力の有無の設定�   付ける�

  終端コードの出力の設定�   改行／Return

  NW-7とNW-7HEXの切り替え    NW-7

  フルアスキーモードの切り替え�   禁止�

  送信速度の選択�   速い｢1｣�

  コンピュータ本体立ち上がり時の�
�　　　　　　　　　　　　モード選択�

  CAPS OFF／英小／�
�  英数／CAPS解除�

  MS-WINDOWS、OS/2ﾓｰﾄﾞの切り替え�   禁止�

  ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞとﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞの切り替え�   ノーマルモード�

  ブザー音量の選択�   音量-大�

  ブザー音程の選択�   音程-中�

  ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞ機能の切り替え�   禁止�

  ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞの登録�   登録無し�

  ADD  ON機能の切り替え�   禁止�

  ADD  ONデータの登録�   登録無し�

  フィールド出力機能の切り替え�   禁止�

  フィールド出力時のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定�  設定無し�

  フォーマット切り替え出力時の�
�　　　　　　読み取りデータ種別設定�

  設定無し�
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ファンクションバーコード、ADD  ONバーコードの登録内容も全て消
えます。

《バーコード》

         メモリスイッチの初期化
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設定内容の表示

《機　　能》 設定内容をディスプレイに表示します。

《説　　明》 このコマンドを実行するとディスプレイ上に設定内容の一覧
が表示されます。表示は全部で3種類あります。
WindowsのインストールされたDOS/V機を例に説明します。

①Windowsのメモ帳（NOTEPAD）を起動して下さい。
②下記のバーコードを読み取って下さい。

《バーコード》

　設定内容の表示1 　   　　 設定内容の表示2

　設定内容の表示3
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　　　  バージョンは、改良のため予告なく更新されますので、表記とは異
　なる場合があります。

以下のような画面が表示されます。
    表示画面1

*****MODE   DISPLAY 1 *****

Keyboard  Inline  Series
Sigma  Ver . 2 . 00  95 . 02 . 01
Copyright  (C)  1995  Welcat  Inc .

    (CODE)          (READ) (LENGTH)
     NW-7          disable 09 , 10 , 18
     CODE39          enable 07 , 00 , 00
     ITF          c/d  enable 10 , 14 , 16
     IND          disable 00 , 00 , 00
     JAN          enable
     CODE128          enable 00 , 00 , 00

START/STOP  CHAR. : none
CHECK  DIGIT      : add
CODE  TYPE  CHAR.  : none
TERMINATOR      : kaigyou/Return
NW-7/NW-7HEX      : NW-7HEX
FULL  ASCII  MODE   : disable

    表示画面２

*****MODE   DISPLAY 2 *****

CHAR  WAIT  TIME  :  1( fast )
CAPS  MODE  :  caps  off/eisyou/eisuu/caps  cancel
EMULATION  MODE  :  normal
WINDOWS , OS/2  MODE  :  disable
BUZZER  VOLUME  :  2 ( mid )
BUZZER  TONE  :  3 ( low )
FUNCTION  BARCODE  : enable
FUNCTION  DATA  : 1  2  3  4  5  6  7  8

   O O O X O X X X
ADD  ON  MODE(F)  : none
ADD  ON  MODE(R)  : a3
ADD  ON  DATA  : 1  2  3  4  5  6

   O O O X X O
FIELD  MODE  : fixed  format
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表示される項目とそのパラメーターの意味は次ページからの一覧表を参照して下さい。

   表示画面３

*****MODE   DISPLAY 3 *****

FORMAT0 : a3,0105,tt,0701,tt,a2,0303,tk
FORMAT1 : c,a2,0303,tt,a1,0606,tt,a2,1202,tk
FORMAT2 : none
FORMAT3 : a1,a2,0205,tk
FORMAT4 : 0805,tj
FORMAT5 : c,0110,tk

DATA  TYPE1 : NW-7 10  format3
DATA  TYPE2 : CODE128 15  format5
DATA  TYPE3 : NW-7 14  format3
DATA  TYPE4 : none
DATA  TYPE5 : JAN13       format4
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設定内容� パラメータ� パラメータの意味�

読み取り�
コード�

コード体系�
�（CODE）�

 NW-7�
� CODE39�
� ITF�
� IND�
� JAN�
� CODE128

 NW-7�
� CODE39�
� インターリブド2of5�
� インダストリアル2of5�
� JAN、EAN、UPC-A/E�
� CODE128

   �
�許可/禁止�

�（READ）�

 c/d  enable �
��
� enable �
��
� disable

 チェックデジット照合有りの読み取り許可     
（CODE39、ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5、ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5のみ）�
� 読み取り許可　または　�
� 　　　チェックデジット照合無しの読み取り許可�
� 読み取り禁止�

   読み取り桁数�
�  （LENGTH）�

 00～99

 各コード体系ごとで桁数を3つ表示�
�　・設定無し（何桁でも読む）の場合→00,00,00�
�　・1つだけ設定の場合、左の1つだけ表示�
�　　　　　　　　→(例)10,00,00（10桁のみ）�
�　・2つだけ設定の場合、左2つを表示�
�　　　　　　　　→(例)10,20,00（10桁と20桁）�

  ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力�
�（START/STOP CHAR.）�

 add�
� none

 付加する�
� 付加しない�

   ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの出力�
（CHECK DIGIT）�

 add�
� none

 付加する�
� 付加しない�

   ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀの出力�
� （CODE TYPE CHAR.）�

 add�
� none

 付加する�
� 付加しない�

   終端コードの出力�
�  （TERMINATOR）�
�　　　　　　　（注1）�

 kaigyou／Return�
� jikkou／Enter�
� tab�
� arrow�
� none

 改行／Return�
� 実行／Enter�
� TAB�
� →�
� 付けない�

   NW-7／ NW-7HEXの�
�               　　　切り替え�
�　（NW-7/NW-7HEX）�

 NW-7�
� NW-7HEX

 NW-7�
� NW-7HEX

  フルアスキーモード�
�  （FULL ASCII MODE）�

 enable�
� disable

 許可�
� 禁止�

表示項目とパラメーター（表示画面１）

（注1）DOS/V 機の　Enter　　キーに相当する設定は「改行／Return」となります。
また、コンピュータがPC-98シリーズ［互換機含む］の場合は「実行／Enter」
に設定しても「改行／Return」と同様に扱われます。旧式のIBM ThinkPadや旧
式の日立FLORAノート機「分類タイプ3 （ ディップスイッチL-1 、L-2）の機
種をご使用の場合、どの終端コードを選択しても「改行／Return」として扱われま
す。
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設定内容� パラメータ� パラメータの意味�

送信速度�
�（CHAR WAIT  �

�              　TIME）�

 1（fast）�
� 2（mid-fast）�
� 3（mid）�
� 4（mid-slow）�
� 5（slow）�

 速い�
��
��
��
� 遅い�

 本体立ち上がり�
�            時のモード�
� （CAPS MODE）�

 caps on／eidai／caps／caps lock�
� caps off／eisyou／eisuu／caps cancel

 CAPS ON／英大／CAPS／CAPS  LOCK�
� CAPS OFF／英小／英数／CAPS解除�

 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ／�
�                ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ�
� （EMULATION�
�（注2）  MODE）�

 normal�
� emulation

 ノーマルモード�
� エミュレーションモード�

  WINDOWS、�
�　　　OS/2ﾓｰﾄﾞ�

 enable�
� disable

 使用許可�
� 使用禁止�

ﾌﾞｻﾞｰ音量の選択�
�（BUZZER                   �
�          VOLUME）�

１（max）�
� 2（mid）�
� 3（min）�

 大�
� 中�
� 小�

ﾌﾞｻﾞｰ音程の選択�
�（BUZZER�
�　　　　TONE）�

 1（high）�
� 2（mid）�
� 3（low）�

 高�
� 中�
� 低�

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ機能�
�    （FUNCTION�
�　　BARCODE）�

 enable�
� disable

 使用許可�
� 使用禁止�

ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞ�
（FUNCTION�
�                DATA）�

 ○または×�
 登録済みのﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞの番号は○、�
� 未登録のものは×�

ADD  ON機能�
�(ADD ON MODE)�

� F：前付加�
�R：後付加�

 a1～a6�
� �
� none

 付加されるADD ONデータの番号を�
�                                                  表示します。�
� 使用禁止�

    ADD  ONﾃﾞｰﾀ�  ○または×�
  登録済みのﾌｧﾝｸｼｮﾝﾊﾞｰｺｰﾄﾞの番号は○、�
� 未登録のものは×�

ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力機能�
�                    の設定�
�  (FIELD MODE)

 fixed  format�
� change  format�
� disable

 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力�
� ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力�
� 禁止（ﾉｰﾏﾙ出力）�

表示項目とパラメーター（表示画面2）

（注2）エミュレーションモードは一部のIBMコンピュータでのみ有効です。
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設定内容� パラメータ� パラメータの意味�

     ﾌｫｰﾏｯﾄ０�
�（FORMAT0）�
�     �
�         または�
��
�    ﾌｫｰﾏｯﾄ１～５�
�（FORMAT�
�                    1～5）�
�（注3）    

 c�
� a1～a6�
� 4桁の数字�
��
� tk�
� tj�
� tt�
� ta�
� none

 コードタイプキャラクタの付加�
� 付加されるADD ONﾃﾞｰﾀの番号を表示�
� 上位2桁：出力開始桁数   �
� 下位2桁：出力文字数�
� 付加される終端コード「改行／Return」�
� 付加される終端コード「実行／Enter」�
� 付加される終端コード「TAB」�
� 付加される終端コード「→」�
� フォーマット設定無し�

 ﾃﾞｰﾀ種別１～５�
��
� (DATA TYPE�
�                 １ ～５)

 NW-7�
� CODE39�
� ITF�
� IND�
� JAN13�
� JAN8�
� UPC-E�
� CODE128�
� 2桁の数字�
� �
��
� format１～５�
� none

 NW-7�
� CODE39�
� インターリブド2of5�
� インダストリアル2of5�
� JAN／EAN-13、UPC-A�
� JAN／EAN-8�
� UPC-E�
� CODE128�
� 指定されたデータ桁数を表示�
�　（JAN／EAN-13、UPC-A、JAN／EAN-8、　　　　　　　  　　　　　�
UPC-Eを除く）�
� 指定された出力フォーマットを表示�
� データ種別の設定無し�

表示項目とパラメーター（表示画面３）

（注3）フォーマット0は固定フォーマット出力、フォーマット1～5はフォーマット
フォーマット切り替え出力です。
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第5章 ファンクションバーコードとADD ON機能

5-1 ファンクションバーコードとADD ON機能

    BarDec7Σでは、コマンドバーコードを読み取ることにより「読み取り
コードの指定」や「終端コードの出力の有無の選択」などができますが、そ
の他にファンクションバーコード機能やADD ON機能も使用できます。特定
の文字やキーボード操作をあらかじめ登録しておくと、バーコードを読み取
る度に登録データを自動で出力できる機能です。
    ファンクションバーコード機能は、ファンクションバーコードを読み取る
と登録してあるデータのみが出力されますが、ADD ON機能ではバーコード
データを読み取ると、そのデータの前または後にADD ONデータが付加して
出力されます。

    頻繁に使用する文字やキーボード操作を登録すれば、同じキーを何度も押
す煩わしさが解消でき、入力作業での効率化も計れます。
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5-2 ファンクションバーコード機能

    ファンクションバーコードとは･･･
ユーザーが頻繁に使う文字またはキーボード操作などを、あらかじめ登録
しておき、ファンクションバーコードを読み取ると自動的にそのデータを
出力するバーコードです。登録可能件数は８件（F1～F8）です。

【設定方法】

  「ファンクションバーコードの登録」（P. 47）でデータを登録した後、
  「ファンクションバーコード機能の切り替え」（P. 46）で「許可」に設定
    して下さい。以降、ファンクションバーコードを読み取ると登録されてい
    るデータが出力されます。

①ファンクションバーコード「許可」に設定した場合、CODE39の「＋％１」

　～「＋％８」のデータを読み取るとファンクションバーコード「F1｣～｢F8｣
　の登録データを出力します。

②ファンクションデータを出力する場合は、登録された時と同じ状態（接続コ
　ンピューターの機種、OS等の設定、文字入力モード）で出力するようにして
　下さい。違う状態で出力すると、データの欠けや化けが生じる場合がありま
　す。
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ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ�
�ｷｬﾗｸﾀｰ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ� 終端ｺｰﾄﾞ�

（A）ノーマル出力時のデータにADD ONデータを付加する場合
　読み取りデータの前と後に、それぞれ1つずつ付加できます。同じADD　ONデー

　タでも構いません。

【出力データフォーマット例】

（コードタイプキャラクタと終端コードを付加する場合）

【設定方法】

「ADD ONバーコード登録」（P.52）でデータを登録した後、「ADD ON 機
　能の切り替え」（P.50）で読み取りデータの前後にAO1～AO6の、どのデー

　 　タを付加させるかを設定して下さい。

（B）フィールド出力時のデータにADD ONデータを付加する場合
    フィールド出力時のフォーマット内で自由な位置に5つまで付加できます。同じ

　ADD ONデータを何度使っても構いません。

【出力データフォーマット例】

（読み取りデータを2つに分割し、ADD ONデータを3つ、

コードタイプキャラクタと終端コードを付加する場合）

【設定方法】
「ADD ONバーコード登録」（P.52）でデータを登録した後、「フィー

      　　ルド出力時のデータフォーマットの設定」（P.56）でフォーマットを
　　　作成する際に任意の場所に設定して下さい。

     ノーマル出力とフィールド出力については「6．出力方法」を参照して下さい。

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ�
�ｷｬﾗｸﾀｰ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ� 終端ｺｰﾄﾞ�

5-3 ADD ON機能

            ADD ON  ADD ON  ADD ON  ADD ON  ADD ON機能とは…機能とは…機能とは…機能とは…機能とは…
　バーコードデータを読み取る度に、そのデータの前または後に特定の文字を
　付加して出力できる機能です。登録可能件数は6件（AO1～AO6）です。
　今まで、バーコードを読む度に同じキーを押さなければならなかった入力作
　業での効率化が計れます。
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ADD ONデータを出力する場合は、登録された時と同じ状態（接続コンピュー
ターの機種、OS等の設定、文字入力モード）で出力するようにして下さい。
違う状態で出力すると、データの欠けや化けが生じる場合があります。
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第６章

出力方法
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第6章 出力方法

6-1 フィールド出力とノーマル出力

　　　　　BarDec7Σで読み取ったデータを出力する形式として、「ノーマル出力」
と「フィールド出力」の2種類あります。「ノーマル出力」は読み取った
データ自体は加工せず、そのデータに終端コードやADD ONデータを付加し
て出力します。一方、「フィールド出力」は読み取りデータの必要な部分の
みを分割、編集してそのデータに終端コードやADD  ONデータを付加して出
力する事ができます。この「フィールド出力」機能を使用すると、市販の表
計算ソフトなどのアプリケーションソフトにバーコードデータの一部だけを
自動的に入力することが可能になります。
「ノーマル出力」と「フィールド出力」では設定が有効となるコマンドも違
いますのでご注意下さい。（P.22「コマンド一覧表」参照）

①ノーマル出力
読み取ったバーコードのデータはそのまま出力されます。ただし、
「コードタイプキャラクターの出力の有無」、「ADD  ON機能の切り
替え」、「終端コードの出力」の設定により、以下のように決められた
順番での他データの付加が行えます。

②フィールド出力
読み取ったバーコードのデータを分割、編集して出力できます。出力す
るデータのフォーマットは「フィールド出力時のデータフォーマットの
設定」により、以下の4種類の構成項目を任意の順番の各5回まで並べて
指定することで設定します。

1．読み取りコードの分割方法
2．コードタイプキャラクターの付加
3．終端コードの付加
4．ADD  ONデータの付加

例）

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ�
�　ｷｬﾗｸﾀｰ�

前ADD  ON�
� ﾃﾞｰﾀ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

後ADD  ON�
� ﾃﾞｰﾀ� 終端ｺｰﾄﾞ�

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ�
�　ｷｬﾗｸﾀｰ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

終端�
�ｺｰﾄﾞ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

読み取り�
�ﾃﾞｰﾀ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

終端�
�ｺｰﾄﾞ�

ADD  ON�
�ﾃﾞｰﾀ�

終端�
�ｺｰﾄﾞ�
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例）0123456789（ITF 10桁）のバーコードを読み取った場合
　読み取りデータは以下の網掛け部分のように出力されます。（網掛け以外
　の部分は設定により異なってきます。T＝コードタイプキャラクター）

      ノーマル出力  →   T   0123456789   ADD ON2  改行

コードタイプキャラクターの出力の有無の設定：付ける
ADD  ON機能の切り替え ：後ADD ONにADDON2を付加
終端コードの出力の設定 ：改行／Return
で設定されている場合

      フィールド出力      →   T  5678  TAB  789  ADD ON2  9  改行

出力フォーマットの設定が
・コードタイプキャラクタｰの付加
・読み取りデータの6桁目から4文字
・終端コードの「TAB」の付加
・読み取りデータの8桁目から3文字
・ADD  ON2データの付加
・読み取りデータの10桁目から1文字
・終端コード「改行／Return」の付加

の順番に設定されている場合

さらに、「フィールド出力」は「固定フォーマット出力」と「フォーマット
切り替え出力」の2種類に分けられます。どのバーコードを読んでも同じ
フォーマットで出力する方法を「固定フォーマット出力」、読んだバーコー
ドデータの種別ごとにそれぞれ指定されたフォーマットで出力する方法を
「フォーマット切り替え出力」と言います。



82

第6章 出力方法

例）桁数もコード体系も違うバーコードを読み取った場合
　読み取りデータは以下の網掛け部分のように出力されます。（網掛け以外
　の部分は設定により異なってきます。J、C＝コードタイプキャラクター）

   固定フォーマット出力
（バーコードデータの種別が違っても同じフォーマットで出力）

4912345678904（JAN-13桁）    →  J  4567 TAB  67  ADD ON2  89

*123456789*（CODE39-11桁）→  C  5678 TAB  78  ADD ON2  9*

出力フォーマットの設定が
・コードタイプキャラクターの付加
・読み取りデータの6桁目から4文字
・終端コードの「TAB」の付加
・読み取りデータの8桁目から2文字
・ADD  ON2データの付加
・読み取りデータの10桁目から2文字

の順番に設定されている場合

               フォーマット切り替え出力
（バーコードデータの種別により違うフォーマットで出力）

4912345678904（JAN-13桁）   →  J  4567  TAB  67  ADD ON2  89

*123456789*（CODE39-11桁）→  123  改行  23456    改行

読み取りデータ種別の設定が
「JAN-13を読んだら

・コードタイプキャラクターの付加
・読み取りデータの6桁目から4文字
・終端コードの「TAB」の付加
・読み取りデータの8桁目から2文字
・ADD  ON2データの付加
・読み取りデータの10桁目から2文字

のフォーマットで出力する」という設定と、
「CODE39の11桁を読んだら

・読み取りデータの2桁目から3文字
・終端コード「改行／Return」の付加
・読み取りデータの3桁目から5文字
・終端コード「改行／Return」の付加

のフォーマットで出力する」という設定の場合。

出力方法の切り替えは「フィールド出力機能の切り替え」（P.55）で行って
下さい。
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6-2 フォーマット切り替え出力時の読み取りデータ種別設定

フォーマット切り替え出力では、バーコードの読み取りデータの種別を判別
するためにバーコードのコード体系と桁数を使用します。そのために、『何
のコード体系』で、『何桁』のバーコードが読まれたら、『どのフォーマッ
ト』で出力するのかという、3種類の項目を設定する必要があります。これが
「フォーマット切り替え出力時の読み取りデータ種別設定」です。
フィールド出力を「フォーマット切り替え出力」で許可すると、あらかじめ
設定されているデータ種別（コード体系と桁数）に合致したバーコードを読
み取った場合のみ、データを出力します。その際の出力形式も、設定されて
いるフォーマットでのみ出力します。

例） 下記のように3種類のデータ種別が設定されている場合に読み取ったバーコードがJAN
コードの13桁の場合は、フォーマット2の形式でデータが出力されます。また、
CODE39の8桁、およびNW-7の10桁以外はバーコードを読んでもエラーとなり、出力
はされません。

　出力

データ種別と、それに対応するフォーマットの設定は「フォーマット切り替
え出力時の読み取りデータ種別設定」（P.60）で、フォーマットの内容の設
定は「フィールド出力時のデータフォーマットの設定」（P.55）で行なって
下さい。

CODE39-8桁  　ﾌｫｰﾏｯﾄ1�
 �
JAN-13桁 　ﾌｫｰﾏｯﾄ2   J   12345  TAB  67890   改行�
�
 NW-7-10桁 　ﾌｫｰﾏｯﾄ3            

「4912345678904」�
　　 （JAN-13桁）�

　読み取りデータ 　　　設定　 出力データ
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●メモリスイッチの設定と出力方法
     　コマンドによるメモリスイッチの設定変更は、データ出力方法（ノーマ
　ル出力/固定フォーマット出力／フォーマット切り替え出力）に関係なく、
　セットアップモードに入ればいつでも可能です。また、設定した内容はメ
　モリスイッチに記憶されますので、電源をOFFにしても消えることはあり
　ません。
　　ただし、設定されているデータ出力方法により、有効になる設定と無効
　になる設定があります。（P.22「コマンド一覧表」参照）設定された内容
　が有効となるか、無効となるかはデータ出力方法の設定（「フィールド出力
　方法の切り替え」）により左右されます。データ出力方法により有効／無効
　となる設定は以下の（A）（B）です。

　 （A）バーコードの読み取りに関する設定（コード体系、桁数）
　ノーマル出力と固定フォーマット出力時に有効な設定「読み取りコー
　ドの設定」と「読み取り桁数の設定」は、フォーマット切り替え出力時
　には無効となります。
　フォーマット切り替え出力時には、コード体系と桁数の設定は
　「フォーマット切り替え出力のデータ種別設定」で行ないます。

　（B）データの出力フォーマットに関する設定
　 　ノーマル出力時に有効な以下の設定はフィールド出力時には無効とな
　 　ります。

　　 ①スタート／ストップキャラクターの出力
　　②コードタイプキャラクターの出力
　　③チェックデジットの出力
　　④終端コードの出力
　　⑤フルアスキーモードの許可／禁止
　　⑥ADD ON機能の切り替え

               出力方法�
ﾉｰﾏﾙ出力�

ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力�

    ｺﾏﾝﾄﾞ� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ� ﾌｫｰﾏｯﾄ切替え�

読取りｺｰﾄﾞの設定� 有効� 有効� 無効�

読取り桁数の設定� 有効� 有効� 無効�

ﾌｫｰﾏｯﾄ切替え出力時�
のﾃﾞｰﾀ種別設定�

無効� 無効� 有効�
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              　　　　　　　　　 出力方法� ﾉｰﾏﾙ�
�出力�

ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力�

    ｺﾏﾝﾄﾞ� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ� ﾌｫｰﾏｯﾄ切替え�

① ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀｰの出力の有無の設定� 有効� 無効� 無効�

② ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀｰの出力の有無の設定� 有効� 無効� 無効�

③ ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの出力の有無の設定� 有効� 無効� 無効�

④ 終端ｺｰﾄﾞの出力の設定� 有効� 無効� 無効�

⑤ ﾌﾙｱｽｷｰﾓｰﾄﾞの許可/禁止� 有効� 無効� 無効�

⑥ADD ON機能の切り替え� 有効� 無効� 無効�

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力時のﾃﾞｰﾀ ﾌｫｰﾏｯﾄの設定� 無効� 有効� 有効�

①～④と⑥の設定はフィールド出力時は無効ですが、｢フィールド出力時のデータ
フォーマットの設定｣により同じ内容を設定することができます。　

フォーマット切り替え出力時はCODE39、インターリブド2of5、インダストリ

アル2of5についてはチェックデジットの照合は行ないません。

 例えば、ノーマル出力時に有効な「終端コードの出力の設定」を「出力する」と設定

　　　しても、フィールド出力使用時、「フィールド出力時のデータフォーマットの設定」
　　　で終端コードが設定されていない場合は、読み取ったデータに終端コードは付加され
　　　ません。
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6-3 フィールド出力機能の使用例

フィールド出力機能を使用して、バーコード読み取りデータを表計算ソフト
に入力する場合を想定して、その作業内容と使用方法、さらに、設定の方法
について具体的に説明します。

A．固定フォーマット出力での使用例
《内容》

雑誌の図書コード（JAN-13）のバーコードデータのうち、雑誌コード
と単価だけを表計算ソフトに入力する作業を固定フォーマット出力によ
り自動的に行えるようにします。

・図書コードの構成
1　0　I1　I2　I3　I4　I5　V1　V2　P1　P2　P3　C／D

雑誌コード 　 単価／10

この場合、雑誌コードの部分は4桁目から4文字、単価／10の部分は
10桁目から3文字となります。この部分のみをセルの移動を行ないな
がら自動的に入力します。

a．雑誌コードの入力とセルの移動

　雑誌コード　　　単  価 　入力データ

　I2　I3　I4　I5　 I2　I3　I4　I5　→

　次の入力セル

4桁目から4文字の雑誌コードを入力します。このデータを確定させて単
価のセルに移動するために右矢印を入力します。これは、「→」の終端
コードを付加することで実現します。
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b．単価の入力とセルの移動

　 雑誌コード 　　単   価 　入力データ

　I2　I3　I4　I5　 P1　P2　P3　0 P1　P2　P3　0　↓　←

　次の入力セル

10桁目から3文字の単価／10のデータを実際の単価に直して入力するた
めに、データの後に0を付加します。このデータの確定と次の雑誌コー
ドのセルへの移動のために、下矢印と左矢印を入力します。これらの0
と矢印の入力はADD ONデータの付加で実現します。

a、bの入力作業は図書コードを読み取る度に自動的に行われるので、オ
ペレーターは読み取りを行うだけでキーボード入力を行う必要がなくな
ります。

《設定》
セットアップモードに入って下記の設定を行い、BarDec7Σの出力方法
を決定します。以後、表計算ソフトへの入力作業を行える状態になりま
す。

・フィールド出力時のデータフォーマットの設定（P.56）
①「フォーマット設定開始」のバーコードを読み取ります。
②固定フォーマット出力用なので「フォーマット0」のバーコード
　を読み取ります。
③読み取りデータの4桁目から4文字を、「0」「4」「0」「4」と
　テンキーバーコードを読んで指定します。
④右矢印を付加するために「→」のバーコードを読み取ります。
⑤読み取りデータの10桁目から3文字を、「1」「0」「0」「3」と
　テンキーバーコードを読んで指定します。
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ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの�
�4桁目から4文字�

終端ｺｰﾄﾞ�
�右矢印�

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの�
�10桁目から3文字�

ADD  ON1�
�0、下矢印、左矢印�

⑥ 0、下矢印、左矢印を付加するために「AO1」のバーコードを
　読み取ります。（AO1には「ADD ONデータの登録」（P.56）
　で、0↓←を登録する必要があります。）
⑦「フォーマット設定終了」のバーコードを読み取ります。

設定された「フォーマット0」の出力内容

・フィールド出力機能の切り替え（P.55）
「固定フォーマット出力」のバーコードを読み取ってフィールド
出力を許可します。

固定フォーマット出力は読まれたバーコードデータの種別
に関係なくデータの出力を行いますので、図書コード
（JAN-13）以外のバーコードを誤って入力してしまう危険
を減らすためにも、「読み取りコードの設定」（P.28）で
JAN、EAN、UPC-A／Eの読み取りだけを許可しておくの
も良いでしょう。

送信速度の設定が速すぎると表計算ソフトへの入力データ
が欠ける等の不具合が起こることがあります。その場合は
送信速度の設定を調整して下さい。

ﾒﾓ
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B．フォーマット切り替え出力での使用例
《内容》

NW-7で印字された行き先を示すバーコードとJAN標準（JAN-13）の
バーコードを使用して、行き先と商品コードだけを表計算ソフトに入力
する作業をフォーマット切り替え出力により自動的に行えるようにしま
す。

・NW-7
a　N1　N2　N3　a

　行き先コード

・JAN標準コード（JAN-13）
S1　S2　M1　M2　M3　M4　M5　A1　A2　A3　A4　A5　C／D

　  国コード メーカーコード　 商品コード

この場合、NW-7の行き先コードの部分は2桁目から3文字、JANの商
品コードの部分は8桁目から5文字となります。この部分のみをセル
の移動を行ないながら自動的に入力します。

a．行き先コードの入力とセルの移動

　   行き先　　　 　商  品 　入力データ

　N1　N2　N3 N1　N2　N3　→

　 次の入力セル

NW-7の5桁（スタート／ストップキャラクターを含む）を読み取ると2
桁目から3文字の行き先コードを入力します。このデータを確定させて
商品のセルに移動するために右矢印を入力します。これは、「→」の終
端コードを付加することで実現します。
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b．商品コードの入力とセルの移動

　  行き先　 　商  品 　入力データ

　N1　N2　N3　 A1　A2　A3　A4　A5　  A1　A2　A3　A4　A5  ↓←

　 次の入力セル

JANコード標準を読み取ると8桁目から5文字の商品コードを入力しま
す。このデータの確定と次の行き先コードのセルへの移動のために、下
矢印と左矢印を入力します。これらの矢印の入力はADD ONデータの付
加で実現します。

 a の入力作業はNW-7の5桁を読み取る度に、bの入力作業はJAN標準
コードを読み取る度に、それぞれが自動的に行われるので、オペレー
ターはNW-7とJAN標準コードの読み取りを交互に行うだけで、キー
ボード入力を行う必要がなくなります。ただし、バーコードを読み取る
順番を間違わないようにしなくてはなりません。

《設定》
セットアップモードに入って下記の設定を行い、BarDec7Σの出力方法
を決定します。以後、表計算ソフトへの入力作業を行える状態になりま
す。

・フィールド出力時のデータフォーマットの設定（P.56）
①まず行き先コードの出力用にフォーマットを設定します。
　「フォーマット設定開始」のバーコードを読み取ります。
②フォーマット切り替え出力を使用しますので、「フォーマット
　1」のバーコードを読み取ります。
③読み取りデータの2桁目から3文字を、「0」「2」「0」「3」と
　テンキーバーコードを読んで指定します。
④右矢印を付加するために「→」のバーコードを読み取ります。
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⑤「フォーマット設定終了」のバーコードを読み取ります。これ
　で「フォーマット1」に行き先コード出力用のフォーマットが設
　定されました。

設定された「フォーマット1」の出力内容

⑥次に商品コードの出力用にフォーマットを設定します。
　「フォーマット設定開始」のバーコードを読み取ります。
⑦フォーマット切り替え出力を使用しますので、「フォーマット
　2」のバーコードを読み取ります。
⑧読み取りデータの8桁目から5文字を、「0」「8」「0」「5」と
　テンキーバーコードを読んで指定します。
⑨下矢印、左矢印を付加するために「AO1」のバーコードを読み
　取ります。（AO1には「ADD ONデータの登録」（P.56）で、
　↓←を登録する必要があります。）
⑩「フォーマット設定終了」のバーコードを読み取ります。これ
　で「フォーマット2」に商品コード出力用のフォーマットが設定
　されました。

設定された「フォーマット2」の出力内容

・フォーマット切り替え出力時の読み取りデータ種別設定（P.60）
①まず行き先コードの出力用にデータ種別を設定します。「デー
　タ種別設定1」のバーコードを読み取ります。
②読み取るバーコードのコード体系を指定します。行き先コード
　のバーコードはNW-7ですので「NW-7」のバーコードを読み取
　ります。
③読み取るバーコードの桁数を指定します。行き先コードのバー
　コードは5桁（スタート／ストップキャラクターを含む）ですの
　で「0」「5」とテンキーバーコードを読んで指定します。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの�
�2桁目から3文字�

終端ｺｰﾄﾞ�
�右矢印�

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの�
�8桁目から5文字�

ADD  ON1�
�下矢印、左矢印�
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第6章 出力方法

④どのフォーマットで出力するかを指定します。行き先コード用
　の出力フォーマットが設定されている、「フォーマット1」の
　バーコードを読み取ります。これで「NW-7の5桁を読んだらフォー
　マット1で出力する」という行き先コード出力用のデータ種別が
　設定されました。

行き先コード出力用データ種別の設定内容

⑤次に商品コードの出力用にデータ種別を設定します。「データ
　種別設定2」のバーコードを読み取ります。
⑥読み取るバーコードのコード体系を指定します。商品コードの
　バーコードはJAN標準コード（JAN-13）ですので「JAN／EAN-
　13、UPC-A」のバーコードを読み取ります。また、JAN-13は
　データ桁数が固定のため桁数の指定は行いません。
⑦どのフォーマットで出力するかを指定します。商品コード用の
　出力フォーマットが設定されている、「フォーマット2」のバー
　コードを読み取ります。これで「JAN標準コードを読んだらフォー
　マット2で出力する」という商品コード出力用のデータ種別が設
　定されました。

行き先コード出力用データ種別の設定内容

・フィールド出力機能の切り替え（P.55）
「フォーマット切り替え出力」のバーコードを読み取ってフィー
ルド出力を許可します。

読み取りﾃﾞｰﾀのｺｰﾄﾞ体系�
� (NW-7)

読み取りﾃﾞｰﾀの桁数�
� (5桁)

出力ﾌｫｰﾏｯﾄ�
�(ﾌｫｰﾏｯﾄ1)

読み取りﾃﾞｰﾀのｺｰﾄﾞ体系�
� (JAN-13)

読み取りﾃﾞｰﾀの桁数�
� (指定せず)

出力ﾌｫｰﾏｯﾄ�
�(ﾌｫｰﾏｯﾄ2)
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この入力作業の場合、指定されたデータ種別に一致すれば
必ず指定のフォーマットで出力を行います。そのため、行
き先コードを入力するべきところでJAN標準コードを読ん
でしまうと、商品コードの出力と誤ったセルの移動を行っ
てしまう等の不具合が起こりますので、バーコードを読み
取る順番には注意を払う必要があります。また、送信速度
の設定が速すぎると表計算ソフトへの入力データが欠ける
等の不具合が起こることがあります。その場合は送信速度
の設定を調整して下さい。
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第6章 出力方法

出力形式�
ﾉｰﾏﾙ出力�

ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力�

設定内容� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力� ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力�

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定� －� ﾌｫｰﾏｯﾄ0の設定� ﾌｫｰﾏｯﾄ1からﾌｫｰﾏｯﾄ5の設定�

読み取りﾃﾞｰﾀ種別の設定� －� －� ﾃﾞｰﾀ種別1からﾃﾞｰﾀ種別5の設定�

出力機能の切り替え� 禁止� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力� ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力�

ﾌｨｰﾙﾄﾞ出力時の�
� 出力形式� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力� ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力�

設定手順�

設定開始�   ﾌｫｰﾏｯﾄ設定開始を読み取る�

ﾌｫｰﾏｯﾄNoの指定�   ﾌｫｰﾏｯﾄ0を読み取る�  ﾌｫｰﾏｯﾄ1からﾌｫｰﾏｯﾄ5より選択して読み取る�

読み取りﾃﾞｰﾀ分割方法�
  ﾃﾝｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞにより出力開始桁数と出力文字数を2桁ずつ、計4桁  �
�  の数を読み取る�

　 ↑�
�各項目5回�
�まで任意�
�の順番に�
�設定可�
�　 ↓�

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀｰの付加�   ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟｷｬﾗｸﾀｰ付加を読み取る�

終端ｺｰﾄﾞの付加�   改行／Return、実行／Enter、TAB、→　より選択して読み取る�

ADD ONﾃﾞｰﾀの付加�
  AO1からAO6より選択して読み取る�
�（別途ADD ONﾃﾞｰﾀの登録が必要）�

設定終了�   ﾌｫｰﾏｯﾄ設定終了を読み取る�

出力形式�
ﾉｰﾏﾙ出力� 固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力� ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力�

設定内容�

出力機能の切り替え� 禁止� 許可（固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力）� 許可（ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力）�

6-4 フィールド出力機能の設定

A．フィールド出力の使用にあたって必要な設定

設定に関する詳細は以下の表をご覧下さい。

B．データフォーマットの設定の方法

C．読み取りデータ種別の設定の方法

D．出力切り替えの設定方法

上記、表の中の網掛け部分はコマンドバーコードとなります。

設定開始（ﾃﾞｰﾀ種別Noの指定）�  ﾃﾞｰﾀ種別1からﾃﾞｰﾀ種別5より選択して読み取る�

読み取りﾃﾞｰﾀのｺｰﾄﾞ体系指定�
  NW-7、CODE39、ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ2of5、ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2of5、�
�  JAN／EAN-13・UPC-A、JAN／EAN-8、UPC-E、�
�  CODE128より選択して読み取る�

読み取りﾃﾞｰﾀの桁数指定�
  ﾃﾝｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞにより2桁の数を読み取る�
�（ただし、JAN、EAN、UPC系の桁数固定の場合は不要）�

設定終了（出力ﾌｫｰﾏｯﾄの指定）�   ﾌｫｰﾏｯﾄ1からﾌｫｰﾏｯﾄ5より選択して読み取る�
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7-1　ペンスキャナーの操作方法

（1）ペンスキャナーを筆記用具のように持ち、
　　　プッシュスイッチを押して下さい。この時
　　　ペンスキャナーのヘッドは赤く光ります。

（2）プッシュスイッチを押し続けたままの状態でバーコードの左端から
　　　右端へ、又はその逆にペンスキャナーのヘッドを軽く接触させて走
　　　査します。このことをスキャニングといいます。この時スタートス
　　　トップの位置は両端2cm程の余裕を持たせて下さい。

（3）読み取りがOKならばブザーが「ピッ」と鳴りデータをコンピュータ
　　　に転送します。ブザーが鳴らなかった場合はもう一度スキャニング
　　　して下さい。

ピッ�

a 1 2 3 4 7 8 a

a 1 2 3 4 9 1 a

a 1 2 3 4 5 6 a

× �○ �

2cm2cm
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7-2　スキャニング角度

ペンスキャナーは、バーコード面に対して垂直から45度の角度内でスキャ
ニングして下さい。
バーコード面に保護フィルムを貼ったものやラミネート加工したものは表
面反射を起こしやすいので、垂直では読み取りが困難になります。バー
コード面に対して垂直から10～45度（またはバーコード面から45～80度）
でスキャニングして下さい。

ス
キ
ャ
ン
方
向
�

45゜
� 45゜�
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8-1 ペンスタンド

１．読み取りコード NW-7（CODABAR）またはNW-7HEX、CODE39、
JAN-13、JAN-8、UPC-A、UPC-E、インターリブド
2of5（ITF）、インダストリアル2of5（IND）、
CODE128

２．正読確認 ブザーによる読み取り音

３．入出力端子 キーボードI/Oコネクター
スキャナー入力コネクター

４．電源 コンピューター本体より供給（オプションでACアダ
プター接続可）
ACアダプター使用時　AC100V　50/60Hz

５．消費電力 0.5W以下

６．寸法 本体：90（W）×144（D）×52（H）mm

７．環境 使用温度： 0℃～35℃
使用湿度：20%～80%（但し結露なきこと）

８．重量 240g（スキャナー含まず）
I/Oケーブル約90g

8-2 ペンスキャナー（BL-25）

１．信号出力 TTL負論理

２．光源 赤色LED

３．光源ピーク波長 660nm

４．分解能 0.2mm

５．スキャニング速度 75～750mm／秒

６．クリアランス 0～1mm

７．寸法 158（L）mm

８．重量 90g

９．ケーブル長 1.5m
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第9章 正常動作しない時は

11 正常動作しない時は

                   まず、ディップスイッチの設定が正しいかどうかを確認して下さい。
　　正しく設定されていても正常動作しない場合は以下の表に従って処置して下さい。

　低消費電力型のホストコンピュータをご使用の場合、稀に、BarDec7ΣにACアダ
　プターを付けないと動作しないことがあります。その際はオプションのACアダプ
　ターを使用して下さい。詳しくは弊社営業部までお問い合わせください。

症状� 原因� 対策�

バーコードが読み取 
れない。�

  ペンスキャナーのプッ�
� シュスイッチを押しても�
� スキャナーのヘッドが赤�
� く点灯しない。�

コンピュータの電源が入って�
いない。�

コンピュータの電源を入れて下さい。�

I／Oケーブルが正しく接続さ�
れていない。�

ケーブルの型を確認し、確実に接続して下�
さい。�

スキャナーが正しく接続され�
ていない。�

本体のスキャナーコネクタジャックに確実�
に接続して下さい。�

  ヘッドが赤く点灯した�
� 状態のスキャナーでバー   　　　  　　　　　　　　　   �
� コードをスキャンしても �
� 読み取 れない。�

「読み取りコードの設定」が�
正しくない。�

読み取らせたいバーコードのコード体系に�
合わせて設定をやり直して下さい。�

読ませたバーコードと「読み�
取り桁数の設定」で指定した�
桁数が一致しない。�

読み取らせたいバーコードの桁数に合わせ�
て設定をやり直して下さい。�

セットアップモードに入って�
いる。�

セットアップモードを抜けて下さい。�

バーコードは読み取�
るが、データが正し�
く画面に表示されな�
い。�

バーコードを読み取ると�
「ピピピッ」とエラーブ�
ザーが鳴動する。�

「フィールド出力時のデータ�
フォーマットの設定」のデー�
タ分割により必要となる桁数�
が、読み取ったデータ桁数よ�
り多い。�

読み取りバーコードの桁数を多くするか、�
分割の指定をやり直して下さい。�
�　(A)か(B)の方法で実行して下さい。�
�(A)データ出力方法が「固定ﾌｫｰﾏｯﾄ出力」�
�　の場合は読み取り桁数の設定を変更し、�
�　「ﾌｫｰﾏｯﾄ切り替え出力」の場合にはﾃﾞｰﾀ�
�　種別の指定桁数を変更して下さい。�
�(B)出力ﾌｫｰﾏｯﾄの設定でﾌｫｰﾏｯﾄの必要桁数�
�　を小さくして下さい。�

「フォーマット切り替え出力�
時の読み取りデータ種別設�
定」で指定されているデータ�
種別以外のバーコードを読み�
取った。�

読み取るバーコードに合わせてデータ種別�
の設定をするか、設定に合ったバーコード�
を読み取って下さい。�

セットアップモードに入って�
いる。�

セットアップモードを抜けて下さい。�

出力されたデータが欠け�
ている。�

送信速度が早すぎる。�
「送信速度の選択」を遅く設定して下さ�
い。�

「フィールド出力」に設定さ�
れていて、データを分割して�
出力している。�

「ノーマル出力」に設定して下さい。�

セットアップモードに入っている状態でコマン�
ドバーコードを読み取ると「ピピピッ」とエ�
ラーブザーが鳴動する。�

コマンドバーコード以外の�
バーコードを読み取った。�

コマンドバーコードを読み取って下さい。�

コマンドバーコードの入力順�
序が正しくない。�

コマンド入力は順序を確認して正確に入力�
して下さい。�

「フィールド出力時のフォー�
マット設定」のデータ分割に�
より必要となる桁数が、�
「フィールド出力時のデータ�
種別設定」で指定された桁数�
より多い。�

桁数の指定をフォーマットに合った桁数に�
するか、桁数の設定に合ったフォーマット�
を指定して下さい。�
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　　　ご質問等ございましたら、この用紙のコピ－をとってご使用ください。

       FAX       FAX       FAX       FAX       FAXお問い合わせ票お問い合わせ票お問い合わせ票お問い合わせ票お問い合わせ票

株式会社ウェルキャット行 FAX  No.      045-474-9815
御社名 ご部署

御氏名 TEL 内線

製品名     ペンタイプキーボードインラインバーコードリーダー
型番：BarDec7Σ
・該当するところに○印を付けて下さい。
ケーブル銘板：PC､FMR､FMRNB､DSV､BMNT
SER NO.                                      （本体底面に貼付してあるラベルの番号）
・詳しくお書きください。
ご使用のコンピュ－タ機種（型式まで）:
ご使用のOS:
ご使用のアプリケーション:

       お問い合わせ記入欄　（できるだけ詳しくご記入ください）

ご記入がおわりましたらFAXにてご送付ください。折りかえし弊社よりご連絡申し上げます。
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修理を依頼される場合は、下記用紙をコピ－し各項目ご記入の上修理品と一緒にご返
送ください。

修理依頼票修理依頼票修理依頼票修理依頼票修理依頼票

御社名 ご部署
御氏名 TEL 内線

製品名  ペンタイプキーボードインラインバーコードリーダー
型番：BarDec7Σ
・該当するところに○印を付けて下さい。
ケーブル銘板：PC､FMR､FMRNB､DSV､BMNT
SER NO.        （本体底面に貼付してあるラベルの番号）

・ご購入してから一ケ年以内の場合（無償保証期間内）
        保証書:  ある→保証書も一緒にご送付ください。無償保証修理とさせて頂きます。

            ない→有償修理となることがあります。

・ご購入してから一ケ年以上の場合（無償保証期間外）有償修理となります。

ご使用のコンピュ－タ機種（型式まで）:
ご使用のOS:
ご使用のアプリケーション:
ご使用のバーコードの種類:
（できればご使用のバ－コ－ドラベルもご送付ください）

                                         症状　（できるだけ詳しくご記入ください）
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フルアスキーモードとは

　　フルアスキーモードとは‥‥‥
　 　アスキー文字をCODE39のシンボル文字（特殊キャラクタ －：

　＄，／，＋，％　等）とアルファベット26文字の組み合 せで
　表現するようにしたもの

フルアスキーモードに設定することによりバーコードでは表現できない制御
文字、英小文字等の入力が可能になります。
例えば‘ＥＳＣ’は‘％Ａ’、‘ｆ’は ‘＋Ｆ’となります。
  但し、１キャラクターを２キャラクター使用して表現しますのでバーコード
自体は長くなります。

【設定方法】
  フルアスキーモードを使用するには、
　①コマンド設定を「フルアスキーモード許可」に設定して、
　②さらに「＋＄」を読み取ります。
　これでアスキー文字を出力できる状態になります。つまり、「フルアス　
　キーモード許可」に設定されていても「＋＄」を読み取らなければモード
　に入らないので、通常のCODE39を読むのと同じになるわけです。

【解除方法】
　フルアスキーモードを解除するには「－＄」を読み取って下さい。

    　「フルアスキーモード許可」の設定方法はP.37を参照して下さい。
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 以下の例のバーコードを、実際にフルアスキーモード許可、禁止に設定して
読み取ってみてください。

例）フルアスキーモード「禁止」
            　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　出力されるデータ　　→　12+A/A%J

 フルアスキーモードが「禁止」に設定されているので読んだものがそのまま
出力されます。

       フルアスキーモード「許可」

　　　　　　出力されるデータ　　　→ 12+A/A%J

  フルアスキーモードが「許可」に設定されていますが、「＋＄」を読み取っ
ていないので読んだものがそのまま出力されます。

                                            　　

  　　　　　出力されるデータ      →　12!?
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フルアスキーモード許可に設定されているので「＋＄」を読み取った後は英
小文字、特殊キャラクターが出力されます。「－＄」を読み取ると、この状
態が解除されフルアスキーモード禁止の時と同じように出力されます。

  　　　　　出力されるデータ      →　12/A%J

①コードタイプキャラクターの出力の有無及びスタート・ストップ
キャラクターの有無が「付加する」に設定されている場合はそれ
ぞれ付加されてしまいますのでご注意下さい。

②「＋＄」を読んでフルアスキーモードに入ると、「－＄」を読み
取るまでCODE39の読み取りデータには終端コードを付加しませ
ん。

右表において、キャラクターペア/Mと/Nは、それぞれマイナス符号とピ
リオドとしてデコードします。/P～/Yは、0～9としてデコードします。
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BS：バックスペースキー　TAB：タブキー　　 ：リターン（改行）キー

ESC：エスケープキー　DEL：デリート（削除）キー　→　←　↑　↓ ：矢印キー

フルアスキーキャラクターセット表

ASCII CODE39 ASCII CODE39 ASCII CODE39 ASCII CODE39

Ctrl+＠� %U SP Space @ %V ` %W

Ctrl+A $A ! /A A A a +A

Ctrl+B $B ”� /B B B b +B

Ctrl+C $C # /C C C c +C

Ctrl+D $D $ /D D D d +D

Ctrl+E $E % /E E E e +E

Ctrl+F $F & /F F F f +F

Ctrl+G $G ’� /G G G g +G

$H （� /H H H h +H

$I ）� /I I I i +I

Ctrl+J $J * /J J J j +J

Ctrl+K $K + /K K K k +K

Ctrl+L $L , /L L L l +L

$M －� －� M M m +M

Ctrl+N $N ．� ．� N N n +N

Ctrl+O $O / /O O O o +O

Ctrl+P $P 0 0 P P p +P

Ctrl+Q $Q 1 1 Q Q q +Q

Ctrl+R $R 2 2 R R r +R

Ctrl+S $S 3 3 S S s +S

Ctrl+T $T 4 4 T T t +T

Ctrl+U $U 5 5 U U u +U

Ctrl+Ｖ� $V 6 6 V V v +V

Ctrl+W $W 7 7 W W w +W

Ctrl+X $X 8 8 X X x +X

Ctrl+Y $Y 9 9 Y Y y +Y

Ctrl+Z $Z ：� /Z Z Z z +Z

%A ；� %F [ %K { %P

%B < %G ＼� %L ｜� %Q

%C = %H ] %M } %R

%D > %I ^ %N ～� %S

%E ? %J _ %O
%T,%X,
%Y,%Z

→�

↑�

↓�

←�

ESC

TAB

BS

DEL
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サンプルバーコード

1．NW-7HEX

2．NW-7

3．CODE39
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4．CODE39  チェックデジット付き

6．JAN－8

5．JAN－13
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7．UPC－E

8．インターリブド2of5

9．インターリブド2of5  チェックデジット付き
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C�P� ー�カ�ー�メ� 名�ズ�ー�リ�シ� 名�種�機� 番�型� 類�分� 考�備�

Q�A�P�M�O�C�

O�R�P�K�S�E�D�

0�9�5�

G� V�S�D�

6�6�5�C�C�E� 2�9�2�-�1�2�2�1�9�1�

0�0�5�6�C�E� 3�9�2�-�7�1�8�8�6�1�

3�3�9�P�N�E� 5�3�4�-�9�0�0�0�7�4�

0�0�8�P�F�S�N�E� 8�6�8�-�2�0�0�0�7�4�

7�6�6�P�X�E� 2�9�2�-�3�0�0�6�1�2�

a�i�n�g�i�s�o�r�P�
0�2�3� 9�9�9�-�5�5�1�5�3�1�

0�3�3� 9�9�9�-�6�5�7�3�0�1�

L�L�E�D�
x�e�l�p�i�t�p�O�

0�9�5�M�X�

G� V�S�D�
0�2�1�5�M�X�G�

i�x�G�

n�o�i�s�n�e�m�i�D� x�c�0�0�5�L�

M�B�I�
a�v�i�t�p�A�

5�5�H�-�6�7�1�2�

G� V�S�D�
J�7�2� J�7�2�-�0�9�1�2�

T�M�B� T�M�B�-�6�9�1�2�

a�t�s�i�V�t�e�N� 0�4�A� J�0�5�-�1�8�8�6�

芝�東�

n�o�i�s�n�e�m�i�D� c�3�3�3�V�

G� V�S�D�
M�U�I�U�Q�E�

0�0�1�3� 2�C�M�/�C�3�5�Q�E�

0�1�0�5� 3�C�C�/�P�5�6�Q�E�

気�電�本�日� X�N�e�t�a�M�

7�G�D�B�5�N�C�H�6�6�A�M�

G� V�S�D�7�G�E�B�5�R�M�T�0�1�A�M�

7�F�D�M�5�T�E�T�0�1�A�M�

立�日� A�R�O�L�F�
0�1�3�A�R�O�L�F� 0�0�C�H�4�2�2�7�E�-�6�L�D�1�C�P�

G� V�S�D�
0�5�4�A�R�O�L�F� 4�S�W�7�C�P�

通�士�富� V�M�F�

M�9�D�0�0�2�5�-�V�M�F� 1�W�9�D�1�2�5�V�M�F�

G� V�S�D�

P�S�D�0�5�1�5�-�V�M�F� 3�7�2�P�S�D�5�V�M�F�

5�X�T�G�0�1�6�-�V�M�F� 1�2�1�Y�X�T�5�V�M�F�

4�X�T�0�0�7�6�-�V�M�F� 1�2�1�N�X�T�4�V�M�F�

5�L�S�0�0�8�6�-�V�M�F� 1�2�1�X�L�S�5�V�M�F�

4�L�C�0�5�5�6�-�V�M�F� 1�6�1�L�L�C�4�V�M�F�

4�L�M�0�5�4�5�-�V�M�F� 1�6�1�7�L�M�4�V�M�F�

（注1）�

（注2）�

接続機種一覧

最新情報については弊社ホームページをご覧下さい。

DOS/Vデスクトップ（1999年以降）

CP ー�カ�ー�メ� 名�ズ�ー�リ�シ� 名�種�機�

YNOS OIAV

PB/G15XL-VCP

51J-VCP

K37R-VCP

KG5XM-VCP

富士通� CELSIUS� 460�

以下のDOS/Vデスクトップパソコンには接続不可能です。
（注1）USB キーボードをご使用の場合、本機

の接続によりキーボード入力が不可能
になることがあります。

（注2）USBキーボードをご使用の場合、バー
コード読み取りデータ中の英文字が大
文字/小文字の反転を起こすことがあり
ます。
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CP ーカーメ 名ズーリシ 名型 チッイス ルブーケ

nonaC 52/SG002-A H

VSD

QAPMOC

ORPKSED m52/s684 、 M33/4 、 M05 、 i66/4 、 M06/4 、
664EX 、 065EX 、 095EX

G

AENILORP S52/4 、 05/4 、 66/4 、 001/4 、 0014 、 575 、 095

OIRASERP 025SDC 、 0717 、 2427 、 0315

ELBATROP 66/C684

CED CPceD 2D664 、 +vpL664

LLED
XELPITPO S054 、 VL/664 、 015TMX

XELPINMO 065

NOSPE

rovaednE 0053-TA

MV R664 （ ydiviV ）

TV R215 ）ズーリシスィフオ（

VCP S095

YAWETAG 331-5P

PH artceV
XXEZIVNE

M33/684 、 I001/42MX
はドーボーキ（ 102/101CP ）定限 H

ittevilO TIN

G

NORMO 11ledom55CF

cinosanaP mocanaP 12V

PRAHS CP 0097

YNOS LretauQ 5XV005-XCP 、 A03-LQ

SYSINU egatnavdA 2664VWC

気電沖 noitatSfi LD/664

機電洋三 VEGAXA 1DVC91-CBM

芝東 0013-J
JVP ルデモ H

VVP 、ルデモ 2VP 、 0003VP

G

立日

0101AROLF BD 、 ED 、 GD 、 JD 、 MD

0103AROLF TD 、 UD

AROLF 1SD 、 1MD

通士富
VMF

D524 、 D334 、 3D054 、 D664 、 3D664 、
2D994 、 3D994 、 2C0014 、 4D0014 、
3D065 、 ED065 、 2D095 、 ED095 、 3C095
2T095 、 4D575 、 5D0215 、 5D3315 、
3C0015 、 5D0015
3T0215 、 M7T3325 、 8D3326 、
502VS 、 532VS 、S II 32I

TI D762V 、 022ledomehcilP 、M IV 562I 、
S IVI 562

-VMF
SNWOT 1SLH-STVMF 、 2H-WTVMF

機電菱三 tocirpA SL 、 CP-NEX

DOS/Vデスクトップ（1998以前）
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IBMデスクトップ（旧タイプ、端末系）

・ズーリシ
類分 別種ドーボーキ・名型 チッイス ルブーケ

55/SP

0155
1255
0355
0555
1555
0655
0755

T
Y
T、V、U、 CLS
S、T

D1R 、 CXL 、 BAN
W
T

G

VSD

V/SP

5042
6042
8042
0142
1142

W、Y
W（ yrtnE ）
N （ noisiV ）
N、Y
N、R （ retsaM ）

CP

2726
0656
1756
7856
0686
5886

41 J （ LG033CP ）
7J T （ 043CP ）
5J F （ HLV-033CP ）
UJ 5 （ 053CP ）
G4J （ 4XD001-027CP ）

0J M（ 09P-057CP ）

avitpA
4412
9512
1612

86 J （ 025avitpA 、） 04N （ 055avitpA ）
6B 5 （ 56BavitpA ）
59T （ 59TavitpA ）

CP-neerG 8355 Y

末端 7743

ドーボーキ型Ⅰ I

ドーボーキ型Ⅱ J

ドーボーキ型Ⅲ K



付　　録

116

DOS/Vノート機をご使用の場合

DOS/Vノート機は機器接続の形態によって別売の分岐ケーブルが必要に

なったり、ディップスイッチを適切に設定する必要があります。その内

容はDOS/Vノートの機種により異なり、3 つのタイプに分類されます。以

下ではそれぞれをタイプ1 ～タイプ3 と表記し､接続形態とディップスイッ

チ設定の内容を説明します。

［接続機種一覧］のDOS/Vノート機の表は、スイッチの設定、ケーブルの

種類に関する情報ではなくタイプに関する情報を掲載していますので、

タイプ別の説明を確認のうえ接続形態に合わせたスイッチ設定、ケーブル

でご使用下さい。

以下の表記で「マウス」はPS/2ポート（ミニDIN6Pin）のOADG仕様のマウ

スです。

タイプ1、タイプ2の表記で［分岐ケーブル］、［テンキー］はサンワサ
プライ株式会社様の次の品番の製品です。
（尚、分岐ケーブルとテンキー の件のご質問もウェルキャット宛にご連
絡下さい。）

（2001年9月現在）

また、タイプ3で表記のテンキーはIBM「数値キーパッドIII」（品番：
79F6408）です。
（タイプ3のテンキーの件のご質問もウェルキャット宛にご連絡下さい。）

記表 名品 番品

ルブーケ岐分 2/SP ータッリプス 2K20YSP-BK

ーキンテ NETETON Ⅱ 3VSOD-TN
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DOS/Vノート（タイプ1）

①BarDec7 Σ のみを接続

ケーブル ：DSV

スイッチ設定 ：M

②BarDec7 Σ＋マウスを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：M

③BarDec7 Σ＋テンキーを接続

ケーブル ：DSV

スイッチ設定 ：G

④BarDec7 Σ＋テンキー＋マウスを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：G

ノート�
パソコン�

テンキー�
BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

マウス�
BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ノート�
パソコン�

BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

テンキー�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

マウス�

BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�
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DOS/Vノート（タイプ2）

①BarDec7 Σのみを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：M

②BarDec7 Σ＋マウスを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：M

③BarDec7 Σ＋テンキーを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：G

④BarDec7 Σ＋テンキー＋マウスを接続

ケーブル ：分岐ケーブル＋DSV

スイッチ設定 ：G

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

テンキー�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

マウス�

BarDec7Σ�

BarDec7Σ�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

マウス�
BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

テンキー�

ノート�
パソコン�

分岐ケーブル�

BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�
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DOS/Vノート（タイプ3）

［旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機］

①BarDec7 Σのみを接続

ケーブル ：BMNT

スイッチ設定 ：L-2

②BarDec7 Σ＋テンキーを接続

ケーブル ：BMNT

スイッチ設定 ：L-1

ノート�
パソコン�

BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ノート�
パソコン�

テンキー�
BarDec7Σ�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�
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DOS/Vノートブック（1999年以降）
CP ーカーメ 名ズーリシ 名種機 番型 類分 考備

QAPMOC ADAMRA

003M 892-00408

プイタ 1007M 892-268502

005E 92-5746

MBI daPknihT

532 J01-7062

プイタ 2

X042 J15-9062

Z083 JGH-5362

X093 J0P-6262

E075 7B5-4462

E006 J55-5462

X006 JF5-5462

X077 JA7-9459

seireSi 554-1162

立日 AROLF

012 ED5DI-20LN5-CP

プイタ 2

XC022 011922A2E-8PN1CP

PM022 016421A2E-5PN1CP

XT022 4PN7CP

XS072 8HN1CP

XG072 2WN7CP

通士富

VMF

X/AN3325 6CX2AN1VMF

プイタ 2

W/PN3325 8WPN25VMF

W/UN3325 6BW2UN1VMF

W/3UN6626 6BW7UN3VMF

W/4CM0036 6TSCM4VMF

L/6UN-0056 2CL6UN6VMF プイタ 1

OLBIBVMF

L63/EN 2L63ENVMF

プイタ 203CM 03CMVMF

62-9FM 1629FMVMF

R056/5EN 3R565ENVMF

プイタ 1C06/5EN 3C065ENVMF

D006/4EN 3D064ENVMF

芝東

kooBanyD
etilletaS

X0952 6AL404C952SP

プイタ 1

54K0412 6ALS54K412SP

/C05AS0122
AC4 AC4C05AS-AP

0234 BDL406P234SP

0634 8C5P07AS-AP

kooBanyD
ARCET 0018 8C4P57ET-AP

kooBanyD AR4/C06BD AR4C06BD-XP



121

CP ーカーメ 名ズーリシ 名種機 番型 類分 考備

気電本日

XNorPasreV AADA5XWH06AV
プイタ 1

。可不用使ーキンテ
文大トッベァフルア（
は時りが上ち立、が字
。るれさ力出で字文小

SPAC ）常正は後替切
RorPasreV AADA5XRL05AV

orPasreV BAEA5XWJ08AV プイタ 1

cinosanaP AE1L-FC プイタ 2

PRAHS suibeM

04JF-CP

プイタ 2M021JF-CP

L001JC-CP

CP ーカーメ 名ズーリシ 名型 類分

MBI daPknihT

2342
7342
0162
0162
0262
3255
1558
5459
2559

)022daPknihT(S
)JB055daPknihT(Y 、 )JB555daPknihT(J
)043daPknihT(CJ0 、 )ESC043daPknihT(FJK
)C543daPknihT(ZJF
)sC063daPknihT(J2 、 )ESC063daPknihT(J8

S、V、 )sC033daPknihT(J

)C557daPknihT(F
)CLS68425C(Y

プイタ 3

立日 AROLF 0101
0103

AN
TN 、 UN

DOS/Vノートブック（旧式のIBM ThinkPadや旧式の日立FLORAノート機）

別種 名ズーリシ 名型 チッイス ルブーケ

プットクスデ

1089-CP

AB 、 2AB 、 3AB 、 2SB 、 XB 、 2XB 、 3XB
SC 、 AD 、 SD
XD 、 SE 、 XE
AF 、 SF 、 XF
AR 、 SR 、 XR
SU

A

CP

VC 、E、F、M
U、 FU 、 RU 、 VU 、 XU
FV 、 MV 、 XV

B

1289-CP

eA 、 nA 、 pA 、 2pA 、 3pA 、 sA 、 2sA 、 3sA
eB 、 fB 、 pB
bC 、 2bC 、 3bC 、 01bC 、 eC 、 2eC 、 fC 、
31rC 、 2sC 、 61tC 、 02tC 、 01uC 、 61uC

xC 、 2xC 、 3xC 、 31xC
02aR 、 32IIaR

7V 、 01V 、 31V 、 61V 、 02V 、 002V
aX 、 7aX 、 9aX 、 01aX 、 21aX 、 31aX 、

61aX 、 31cX
eX 、 fX 、 nX 、 pX 、 sX 、 tX 、 31vX 、 02vX

A

89-CP
LR

AX 、 LX B

89H-CP 8S 、 06 、 07 、 08 、 09 、 001 、 501 A

NEC　PC-98**シリーズ

※この表に掲載の機種ではバーコードデータのアルファベットの入力は不可能です。
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別種 名ズーリシ 名型 チッイス ルブーケ

プットプッラ
力電省

1089-CP

T ）タクネコドーボーキ（ A

CP

SL 、 XL 、T ）タクネコーキンテ（ B

VL C

1289-CP sT 、 sE A

クッブトーノ

1089-CP
AN 、 CN 、 SN 、 E/SN 、 L/SN 、 T/SN B

N、 A/SN 、 R/SN 、 VN 、 C/XN C

1289-CP
dN 、 eN 、 2eN 、 pN 、 sN A

21aN 、 31aN 、 51aN 、 7bN 、 01bN 、 3eN 、
fN 、 mN 、 xN 、 051WN 、 051sL C

別種 名ズーリシ 名型 チッイス ルブーケ

プットクスデ

682-CP

JV A

CP

U、 SU 、 XU
V、 EV 、 FV 、 GV 、 SV 、 XV
X

B

683-CP
G、 EG 、 SG
P、S A

M、V、 RV B

684-CP

EF 、 RF 、 SF
FG 、 RG 、 PRG 、 SRG
AH 、 GH 、 XH
EM 、 RM 、 SM 、 UM 、 VM

P、 ES 、 RS
A

685-CP VR

クッブトーノ

683-CP
RA 、 WRA 、W、 RW

EAN 、 WN B

684-CP SAN
UAN 、 VAN

A

C

EPSON　PCシリーズ
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別種 名ズーリシ 名型 チッイス ルブーケ

プットクスデ

05-RMF

1LC
AF 、 DF 、 1EF 、 VF 、 XF
DH 、 1EH 、 3LH 、 VH 、 XH

Λ

D

RMF

06-RMF DF 、 1EF 、 XF
DH 、 1EH 、 2EH 、 3EH 、 XH

07-RMF
1LC 、 5AF

DH 、 1EH 、 1LH 、 2LH 、 1XH 、 2XH 、 3XH
ε、ε II Λ、 II

08-RMF 1EA 、 3EA 、 2EH 、 2LH

052-RMF L

082-RMF 3A 、E、H、 3H 、L、 3L 、P、 3P

SNWOT-MF F01 、 F02 、 H04 、 H08
1LEDOM 、 2LEDOM E

NWOT-MF SII

XC 、 001XC
BH 、 001GH 、 02RH
AM 、 EM 、 XM
RU 、 XU 、 02XU

D

プットプッラ 05-RMF
TL 、 XL Λ、 XL

XT E

クッブトーノ 05-RMF BN 、 XBN 、 LN F BNRMF

富士通　FMシリーズ
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ディップスイッチ設定一覧

ディップスイッチの設定の種類は次の通りです。「接続機種一覧」で接続
するコンピュータとスイッチ設定の種類をご確認のうえ、ディップスイッ
チを設定して下さい。
出荷時設定は、（A）です。

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

（A） NEC PC-9821系、PC-9801系
新タイプデスクトップ

（C） NEC PC-9821系、PC-9801系
ノート

（E） 富士通 TOWNS系

（G） DOS/Vデスクトップ

DOS/Vノート（テンキーを接続する場合）

（I） IBM3477 I型キーボード

（B） NEC PC-9801系旧タイプ

デスクトップ

（D） 富士通 FMRデスクトップ、
TOWNSII系

（F） 富士通 FMR50ノート系

（H） 東芝 Ｊ3100

（J） IBM3477 II型キーボード
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ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

ON

１� ２� ３� ４� ５� ６�
OFF

７� ８�

（L-1） 旧式のIBM ThinkPad、日立FLORAノート
（テンキーを接続する場合）

（M） DOS/Vノート
（テンキーを接続しない場合）

（L-2）旧式のIBM ThinkPad、日立FLORAノート

（テンキーを接続しない場合）

（K） IBM3477 IV型キーボード
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